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特集① 　水と親しむ憩いの空間

6月1日（金）オープン

　
「
八
幡
橋
（
星
の
里
い
わ
ふ
ね
前
）」
か
ら
「
日
の
出
橋
（
大
阪

市
立
大
学
理
学
部
附
属
植
物
園
前
）」
ま
で
の
天
野
川
に
沿
っ

た
区
間
が
、
水
と
親
し
む
た
め
の
「
一
級
河
川
天
野
川
水
辺
プ

ラ
ザ（
通
称
、私
市
水
辺
プ
ラ
ザ
）」と
し
て
整
備
さ
れ
、６
月
１

日（
金
）か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

私
市
水
辺
プ
ラ
ザ
は
、
歴
史
的
価
値
の
高
い
二
つ
の
砂
防
堰え

ん

堤て
い

や
周
辺
の
豊
か
な
自
然
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
地
域
交
流

の
場
と
し
て
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
と
み
ど
り
課（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

メダカの学校

登録有形文化財
「尺治川砂防堰堤」

川遊びの空間

親水機能（川遊びの空間）
　 水辺が持つうるおいが、ストレスを解放し、豊かな人間形成に役立つ

自然の学習機能（メダカの学校）
　川の生物や川そのものを学ぶなど、自然観察や体験学習ができる

休息機能（休息の空間）
　天野川散策の中継地点として、東屋や水道を整備

歴史学習機能（2つの登録有形文化財）
　 明治時代の砂防施設「天野川砂防堰

えんてい

堤」と「尺治川砂防堰
えんてい

堤」は、歴
史的土木構造物として、文化庁の登録有形文化財となっている

地域のシンボル機能（全体）
　 歴史や文化、産業などの地域情報を発信するイベント開催の場所と
して利用できる（7月 7日開催の「第 3回天の川七夕まつり」など）

私市水辺プラザの特徴
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国道 168 号線

大阪市立大学
理学部附属植物園

星の里
いわふね

八幡橋

日の出橋

メダカの学校

木陰の散歩道

休息の空間

対岸の河岸林の保全

川遊びの空間

登録有形文化財
「天野川砂防堰堤」

登録有形文化財
「尺治川砂防堰堤」

私市水辺プラザ全体図

木陰の散歩道

休息の空間

登録有形文化財
「天野川砂防堰堤」

※ 花火やバーベキューなど
火気の使用は禁止します。
※ 駐車場はありません（最寄
り駅は、京阪交野線私市駅
で、徒歩約 5分）。

至私市駅

天野川

N
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特集② 　風水害・土砂災害

▽ 

雨
ど
い　

継
ぎ
目
の
確
認
、
落

ち
葉
や
土
砂
の
除
去

▽ 

屋
外
の
設
置
物　

プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
の
ボ
ン
ベ
は
し
っ
か
り
と
固

定
。そ
の
他
の
飛
ば
さ
れ
そ
う

な
も
の
は
固
定
か
、屋
内
へ

②
避
難
場
所
と
避
難
経
路
の
確
認

　

防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
最
寄

り
の
避
難
場
所
と
そ
こ
ま
で
の
安

全
な
ル
ー
ト
を
確
認
し
、
事
前
に

家
族
で
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
非
常
持
ち
出
し
品
を
用
意

　

避
難
時
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸

断
に
備
え
、
当
面
の
生
活
に
必
要

な
も
の
を
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
て
お

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

飲
料
水　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
持

ち
運
び
に
便
利

▽ 

非
常
食　

調
理
の
必
要
な
い
も

の
。賞
味
期
限
に
注
意

▽ 

懐
中
電
灯　

停
電
時
や
夜
間
の

避
難
に
は
必
需

▽ 

携
帯
ラ
ジ
オ　

Ａ
Ｍ
・
Ｆ
Ｍ
両

方
聞
け
る
も
の
が
便
利
。予
備

電
池
も

▽ 

救
急
薬
品　

消
毒
薬
や
ば
ん
そ

う
こ
う
、常
備
薬
な
ど

▽ 

ヘ
ル
メ
ッ
ト　

飛
来
・
落
下
物
、

転
倒
事
故
か
ら
頭
部
を
保
護

▽ 

そ
の
他　

現
金
（
小
銭
も
）、
オ

イ
ル
ラ
イ
タ
ー
、
身
分
証
の
コ

ピ
ー
、軍
手
、衣
類
な
ど

台
風
・
風
水
害
か
ら
守
る

①
最
新
の
気
象
情
報
を
入
手

　

状
況
は
刻
々
と
変
化
す
る
の

で
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
の
注

意
報
や
警
報
に
気
を
配
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

② 

高
齢
者
や
乳
幼
児
、
傷
病
者
な

ど
は
危
険
が
迫
る
前
に
避
難

　

浸
水
の
ス
ピ
ー
ド
は
非
常
に
速

く
、
勧
告
や
指
示
が
出
て
か
ら
で

は
、
避
難
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。少
し
で
も
異
常
を

感
じ
た
ら
、隣
近
所
で
声
を
掛
け
、

お
年
寄
り
や
子
ど
も
た
ち
を
早
め

に
避
難
所
へ
誘
導
し
ま
し
ょ
う
。

③
実
際
に
避
難
す
る
と
き
は

▽ 

動
き
や
す
く
安
全
な
服
装　

ヘ

ル
メ
ッ
ト
や
防
災
頭
き
ん
で
頭

部
を
保
護
、
靴
は
ひ
も
で
締
め

ら
れ
る
運
動
靴
で
、裸
足
は
厳
禁

▽ 

高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
確
保　

高
齢
者
や
傷
病
者
は

背
負
い
、子
ど
も
に
は
浮
袋

▽ 

２
人
以
上
で
避
難

▽ 

足
元
に
注
意　

水
面
下
の
マ
ン

ホ
ー
ル
や
側
溝
に
注
意
。長
い

棒
で
地
面
を
確
認

▽ 

深
さ
に
注
意　

一
般
的
に
水
深

が
50
㌢
を
超
え
る
と
歩
行
が
困

難
に
な
り
ま
す
。
無
理
せ
ず
、

高
所
で
救
援
を
待
ち
ま
し
ょ
う

日
ご
ろ
の

備
え
が
肝
心

　

今
年
も
、
梅
雨
や
台
風
な
ど
大
雨
の
季
節
を
迎
え
、
風
水
害
や
土

砂
災
害
の
起
こ
り
や
す
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
近
年
は
、
異
常
な
集
中
豪
雨
で
、
人
命
や
家
屋
に
大
き
な
被

害
を
与
え
る
災
害
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
対
す
る
備
え
や
避
難
場
所
な
ど
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問 

い
合
わ
せ　

台
風
・
風
水
害
は
市
長
公
室
防
災
安
全
担
当
（
℡  

８
９
２・
０
１
２
１
）、
土
砂
災
害
は
道
路
河
川
課
（
℡  
８
９
２
・ 

０
１
２
１
）か
、府
ダ
ム
砂
防
課（
℡  
06
・
６
９
４
１・
０
３
５
１
）

台
風
・
風
水
害
を
知
る

　

住
ん
で
い
る
地
域
の
気
象
情
報

を
知
る
こ
と
は
、
風
水
害
対
策
に

と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

近
年
、
季
節
外
れ
の
台
風
や
集

中
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

季
節
に
関
係
な
く
、
気
象
情
報

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
雨
の
強
さ
と
想
定
さ
れ
る
被
害

②
風
の
強
さ
と
想
定
さ
れ
る
被
害

③
台
風
の
大
き
さ
の
階
級
分
け

④
台
風
の
強
さ
の
階
級
分
け

※ 

左
ペ
ー
ジ
の
表
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

台
風
・
風
水
害
に
備
え
る

①
普
段
か
ら
家
屋
の
点
検
と
補
強

　

風
や
雨
が
強
く
な
っ
て
か
ら
、

屋
外
の
補
強
は
危
険
で
す
。普
段

か
ら
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

屋
根　

瓦
や
ト
タ
ン
の
チ
ェ
ッ

ク
、ア
ン
テ
ナ
の
固
定

▽ 

窓
ガ
ラ
ス　

ひ
び
割
れ
や
窓
枠

の
が
た
つ
き
を
補
強
。台
風
接

近
時
は
雨
戸
を
閉
め
た
り
、
ガ

ム
テ
ー
プ
で
補
強

▽ 

ベ
ラ
ン
ダ　

鉢
植
え
や
物
干
し

ざ
お
な
ど
、
飛
ば
さ
れ
そ
う
な

も
の
を
置
か
な
い

台風・風水害



(5)19.06.01

み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害

　

６
月
１
日
（
金
）
〜
30
日
（
土
）

は
土
砂
災
害
防
止
月
間
、
６
月
１

日
（
金
）
〜
７
日
（
木
）
は
「
が
け

崩
れ
防
止
週
間
」で
す
。

　

近
年
、
異
常
な
集
中
豪
雨
で
、

土
石
流
、
が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂

災
害
が
発
生
し
、
人
命
・
家
屋
に

大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
の
種
類

① 

土
石
流　

急
な
渓
谷
を
、
水
を

含
ん
だ
大
量
の
土
砂
・
礫れ
き

が
津

波
の
よ
う
に
流
れ
下
り
ま
す
。

流
れ
の
先
端
部
に
大
き
な
礫
が

あ
る
こ
と
が
多
く
、
流
れ
は
時

速
20
〜
40
㌔
㍍
と
速
く
、
一
瞬

の
う
ち
に
人
家
や
田
畑
を
破
壊

し
ま
す
。

② 

が
け
崩
れ　

雨
で
地
面
に
し
み

こ
ん
だ
水
分
が
土
の
抵
抗
力
を

弱
め
、
斜
面
が
急
に
崩
れ
落
ち

ま
す
。そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
く
、

人
家
の
近
く
で
起
こ
る
と
、
死

者
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③ 

地
す
べ
り　

粘
土
質
な
ど
、
す

べ
り
や
す
い
土
質
を
境
目
に
、

そ
の
上
部
の
地
面
が
動
き
出

し
て
ゆ
っ
く
り
す
べ
り
落
ち
ま

す
。が
け
崩
れ
に
似
て
い
ま
す

が
、
傾
斜
の
ゆ
る
い
斜
面
で
も

発
生
し
、
ゆ
っ
く
り
と
継
続
的

に
す
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
発
生
規
模
も
広
範
囲
に

わ
た
り
ま
す
。

②風の強さと想定される被害
平均風速（秒速） 予報用語 人への影響と災害発生状況
10m以上15m未満 やや強い風 風に向かって歩きにくい。傘がさせない。取り付けの不完全な看板やトタン板が飛ぶ
15m以上20m未満 強い風 風に向かって歩けない。転倒する人がでる。ビニールハウスが壊れ始める
20m以上25m未満

非常に強い風
（暴風）

しっかりと身体を確保していないと転倒する。シャッターが壊れ始める

25m以上30m未満 立っていられない。屋外での行動は危険。ブロック塀が壊れ、取り付け不完全な屋外外
装材がはがれ飛ぶ

30m以上 猛烈な風 屋根が飛ばされたり、木造住宅の全壊が始まる

①雨の強さと想定される被害（気象庁の予報用語から抜粋）
1時間の雨量 予報用語 人への影響と災害発生状況

10mm以上20mm未満 やや強い雨 地面からの跳ね返りで足元が濡れる。長く降るときは注意
20mm以上30mm未満 強い雨 傘をさしていても濡れる。側溝や小さな川があふれ、小規模のがけ崩れが発生

30mm以上50mm未満 激しい雨 道路が川のようになる。山・がけ崩れが起きやすく、危険地帯では避難の準備
が必要

50mm以上80mm未満 非常に激しい雨 傘が役に立たない。地下室や地下街に雨水が流れ込む。マンホールから水が噴
出。土石流の恐れあり

80mm以上 猛烈な雨 雨による大規模な災害が発生する恐れが強く、厳重な警戒が必要

ホームページで防災情報を提供
　市のホームページでは、トップページの「交野市の天
気」で、リアルタイムの防災気象情報を提供しています。
　また、府のホームページでは、雨量や水位の観測情
報、河川防災情報などを提供しています。
問 い合わせ　市長公室防災安全担当か、道路河川課
（℡   892・0121）

土砂災害

④台風の強さの階級分け
階　級 最大風速（毎秒）
強い 33m以上44m未満

非常に強い 44m以上54m未満
猛烈な 54m以上

③台風の大きさの階級分け
階　級 風速15m（毎秒）以上の半径

大型（大きい） 500km以上800km未満

超大型
（非常に大きい） 800km以上

▽パソコンから
　交野市（http://www.city.katano.osaka.jp/）
　大阪府（ http://www-cds.osaka-bousai.net/pref/

index.html）

▽携帯電話から
　docomo（http://o-dis.pref.osaka.jp/i/kasen/）
　au（http://o-dis.pref.osaka.jp/ez/kasen/）
　SoftBank（http://o-dis.pref.osaka.jp/v/kasen/）
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市政のうごき

天の川七夕まつり
～各種募集と七夕伝説展～

問い合わせ　商工観光課（℡  892・0121）
星のまち観光協会事務局（℡  891・9955）

各
種
募
集

　

天
の
川
七
夕
ま
つ
り
の
運
営
ス

タ
ッ
フ
や
、
会
場
に
並
べ
る
切
り

絵
紙
灯
ろ
う
を
一
緒
に
作
っ
て
く

れ
る
親
子
を
募
集
し
ま
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
ス
タ
ッ
フ

① 

灯
ろ
う
へ
の
ろ
う
そ
く
点
火
作

業
ス
タ
ッ
フ
（
７
月
７
日
午
後

６
時
以
降
）

② 

大
竹
灯
ろ
う
作
成
作
業
ス
タ
ッ

フ
（
６
月
下
旬
〜
７
月
７
日
の

う
ち
７
日
間
程
度
）

申 

し
込
み　

６
月
13
日（
水
）ま
で

に
星
の
ま
ち
観
光
協
会
事
務
局

※ 

申
し
込
み
後
、
事
前
説
明
会
が

あ
り
ま
す
。説
明
会
の
日
程
は

申
し
込
み
時
に
説
明
し
ま
す
。

■
親
子
で
切
り
絵紙

灯
ろ
う
づ
く
り

と 　

き　

６
月
16
日
（
土
）
午
後

２
時
〜

と
こ
ろ　

武
道
館

定　

員　

先
着
10
組

申 

し
込
み　

６
月
４
日
（
月
）
か

ら
星
の
ま
ち
観
光
協
会
事
務
局

天
の
川
七
夕
伝
説
展

　

今
年
は
、
７
月
７
日
に
「
天
の

川
七
夕
ま
つ
り
」
と
、
交
野
・
枚

方
共
同
で「
全
国
七
夕
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。こ
れ
を
機
に
、

交
野
の
七
夕
や
星
の
伝
説
を
知
っ

て
も
ら
う「
天
の
川
七
夕
伝
説
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

６
月
27
日
（
水
）
〜
７

月
８
日
（
日
）〈
７
月
２
日
・
３

日
を
除
く
〉
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
30
分

と 

こ
ろ　

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室

ロ
ビ
ー
・
倉
治
図
書
館
２
階　

視
聴
覚
室

内　

容

① 

伝
説
、
古
典
文
学
な
ど
の
パ
ネ

ル
展
示

②
資
料
・
写
真
な
ど
の
展
示

③ 

講
演
、映
画
上
映
な
ど〈
６
月
30

日（
土
）・
７
月
１
日（
日
）の
み
〉

　

市
が
行
っ
て
い
る
事
業
に
、
民

間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
手
法
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）

を
導
入
す
る
た
め
の
方
針
「
交
野

市
Ｐ
Ｆ
Ｉ
基
本
方
針
（
案
）」
を
よ

り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

　

こ
の
方
針
（
案
）
は
、
各
事
業
の

コ
ス
ト
の
削
減
や
効
率
化
の
た
め

に
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
が
有
効
と
考
え
ら
れ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、導
入
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
の
考
え
に
基
づ
き
、

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

対 

象
案
件　

交
野
市
Ｐ
Ｆ
Ｉ
基
本

方
針（
案
）

案 

の
閲
覧
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
市
役
所
本
館
２
階
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、
市
役
所
本
館
２

階
企
画
財
政
室
企
画
担
当

意
見
を
提
出
で
き
る
人

▽
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

▽ 

市
内
に
事
業
所（
事
務
所
含
む
。

以
下
同
じ
）
を
有
す
る
人
・
法

人
・
団
体

▽
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

▽
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

▽ 

市
税
の
納
税
義
務
を
有
す
る

人
・
法
人
・
団
体

▽ 

そ
の
他
、
こ
の
案
件
に
利
害
関

係
を
有
す
る
人
・
法
人
・
団
体

募 
集
期
間　

６
月
１
日
（
金
）
〜

PFI基本方針（案）に
ご意見を

問い合わせ　企画財政室企画担当
（℡  892・0121）

７
月
２
日（
月
）

意 

見
の
提
出
方
法　

意
見
に
住

所
、氏
名
を
記
入
し
、募
集
期
間

内
〈
消
印
有
効
〉
に
、
持
参
・
郵

送
・
フ
ァ
ク
ス
・
ｅ
メ
ー
ル
で

〒
５
７
６

－

８
５
０
１
企
画
財

政
室
企
画
担
当
（
℻  
８
９
１・
５ 

０
４
６　

e-m
ail:kikaku@

c
ity.katano.osaka.jp

）

※ 

意
見
の
全
部
や
一
部
を
公
表
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
意
見

者
の
住
所
・
氏
名
な
ど
個
人
情

報
部
分
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

※ 

意
見
は
集
計
し
て
、
結
果
に
対

す
る
考
え
方
や
対
応
を
公
表

し
、個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

PFI とは
　公共施設を作るときなどに、設計から、維
持管理、運営までを一括して民間の資金や経
営能力、技術的能力を活用して行うこと。
　より効率的で質の高い行政サービスを提
供するため、行政と民間のパートナーシップ
の構築を前提とした手法。

昨年の天の川七夕まつりでも
大勢のボランティアが活躍しました
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地域の活性化と
人材育成に大学の力
～摂南大学と連携協定～

問い合わせ　企画財政室企画担当
（℡  892・0121）

　

５
月
９
日
（
水
）、
市
と
摂
南
大

学
（
寝
屋
川
市
、
森
本
益
之
学
長
）

は
、
地
域
の
活
性
化
や
人
材
育
成

な
ど
に
役
立
て
る
た
め
、
市
と
大

学
が
密
接
に
連
携
す
る
協
定
を
結

び
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
、互
い
の
知
的
、物
的
、

人
的
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

市
は
自
ら
の
守
備
範
囲
を
広
げ
る

こ
と
な
く
幅
広
い
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
大
学
は
地
域
を
舞
台
に

し
た
研
究
な
ど
で
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

想
定
さ
れ
る
連
携
事
業

①
地
域
文
化
の
振
興

②
地
域
産
業
の
振
興

③
教
育
の
向
上

④
生
涯
学
習
の
推
進

⑤
人
材
育
成
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

⑥
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑦
地
域
の
政
策
課
題
研
究

⑧
そ
の
他

期
待
さ
れ
る
成
果

① 

審
議
会
、
審
査
会
な
ど
へ
の
委

員
の
就
任

② 

協
議
会
、
研
究
会
な
ど
へ
の
構

成
員
と
し
て
の
参
加

③ 
講
座
、
研
修
な
ど
の
企
画
や
講

師
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー

④ 

地
域
活
動
な
ど
へ
の
教
授
や
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

⑤
大
学
の
知
的
資
産
の
活
用

⑥ 

人
材
交
流
に
よ
る
職
員
の
資

質
、能
力
の
向
上

今
後
の
予
定

　

市
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
生

涯
学
習
大
学
「
摂
南
大
学
交
野
セ

ミ
ナ
ー
」
を
５
月
〜
20
年
３
月
に

計
６
回
開
催
し
ま
す
。

森
本
益
之
摂
南
大
学
学
長（
写
真
）

　

摂
南
大
学
は
、
昨
年
、
地
域
連

携
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
大
学
と

星のまちエコスタイル
適正冷房＆軽装勤務

　市は、温室効果ガス排出量 6
％削減にむけた国民的プロジェ
クト「チーム・マイナス6％」に
参加し、地球温暖化防止に努め
ています。
　6月1日～9月30日は、冷房
温度を少し高く設定し、職員は
軽装勤務（ノーネクタイ・ノー上
着）で省エネに努める「星のまち
エコスタイル」を実施します。
　市民のみなさんのご理解とご
協力をお願いします。
問 い合わせ　環境保全課（℡  
892・0121）

産
・
官
・
公
・
民
と
の
連
携
を

通
じ
て
「
ま
ち
づ
く
り
（
地
域
振

興
）」、「
も
の
づ
く
り
（
産
業
振

興
）」、「
ひ
と
づ
く
り
（
人
材
育

成
）」に
寄
与
し
、
地
域
社
会
の
活

性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
ざ

し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
知
的

資
源
を
活
用
し
た
多
彩
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

中
田
仁
公
市
長

　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
掲

げ
る
本
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
関
係
の
強
化
を
図
る
こ
と

で
、
大
学
の
英
知
を
い
た
だ
き
、

積
極
的
な
事
業
展
開
で
、
次
世
代

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

写真左から、山根敬三地域連携センター長、森本益
之摂南大学学長、中田仁公市長、松本雅文教育長

摂
南
大
学
交
野
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

記
念
す
べ
き
１
回
目
は

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
テ
ー
マ

　

５
月
12
日
（
土
）、
青
年
の
家
学

び
の
館
で
、
生
涯
学
習
大
学
「
摂

南
大
学
交
野
セ
ミ
ナ
ー
」の
１
回

目
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

連
携
協
定
締
結
後
初
と
な
る
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、同
大
学
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
近
藤
潤
先
生

を
講
師
に
迎
え
、
参
加
し
た
市
民

39
人
は
、
正
し
い
歩
き
方
の
講
義

と
実
技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
体
力
と
は
何
か
」

か
ら
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
技
術
」

ま
で
、
密
度
の
濃
い
講
義
を
受
け

た
あ
と
、
場
所
を
移
し
て
の
実
技

指
導
で
は
、
大
股
や
後
ろ
向
き
な

ど
慣
れ
な
い
動
作
に
戸
惑
い
な

が
ら
も
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

ま
し
た
。
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階段

正面玄関
会計室

税務室 階段受付

銀行

ロビー

トイレ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

市民課
市
民
総
合

窓
口
担
当

国民健康保険課
こ
ど
も
室

階段
市
長
公
室

（
情
報
政
策
）

消
費
者
相
談

コ
ー
ナ
ー

就
労
支
援

コ
ー
ナ
ー

商工観光課

第
２
会
議
室

行
政
委
員
会

事
務
局

階段

市長公室
（ 広聴広報、市民
活動推進、防災
安全、人権政策）

第
１
会
議
室

階段

トイレ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー

総務課 人事課
企画財政室

（ 財政、健全化、管財・
公有地、企画・統計）

副
市
長
室

市
長
公
室

（
秘
書
）

市
長
室

階段 議員控室

第
２
委
員
会
室

階段

議　場

トイレ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

議会事務局 議長室
副議長室 大会議室

1階　市民課、税務室、国民健康保険課、市民総合窓口担当、こども室、会計室
2階　 市長公室（秘書、広聴広報、情報政策、市民活動推進、防災安全、人権政策）、企画財政

室（財政、健全化、管財・公有地、企画・統計）、総務課（情報公開コーナー）、人事課、
商工観光課（消費者相談コーナー、就労支援コーナー）、行政委員会事務局

3階　議会事務局

市役所本館

1階

2階

3階

執務室の配置が
変わりました

問い合わせ　総務課
（℡  892・0121）

　4月 1日に行われた市役所の機構改革に伴い、
執務室の配置が、一部変更になりました。
　主な施設内の執務室は、各図のようになります。
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トイレ 会議室 階段 農とみどり課

道路河川課
（交通安全）

農
業
委
員
会

事
務
局

正
面
玄
関

道路河川課
（管理、維持・工務）

土地開発
公社

トイレ 設計室 階段 環境保全課 会議室

相談室
第
二
京
阪

道
路
対
策
室

下水道課 都市計画課

正面玄関

学
校
給
食
課

学
校
管
理
課

青
少
年
育
成
課

社
会
教
育
課

受付

㈶
交
野
市
体

育
文
化
協
会

教
育

委
員
室

教
育
総
務
室

指
導
課教

育
長
室

正面玄関
階段

エレベーター

健康増進課 障がい福祉課 社会福祉課 トイレ

階段
高
齢
介
護
課

エレベーター

階段

 

社
会
福
祉
協
議
会

 

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

エレベーター

1階　社会福祉課、障がい福祉課、健康増進課
2階　高齢介護課
3階　社会福祉協議会（地域包括支援センター）

1階　 学校管理課、学校給食課、社会教育課、
青少年育成課

2階　教育総務室、指導課

1階　 道路河川課、農とみどり課、農業委員会
事務局

2階　 環境保全課、第二京阪道路対策室、都市
計画課、下水道課、土地開発公社

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

青
年
の
家

市役所別館

1階

2階

3階
1階

2階

2階

1階
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情報公開制度と
個人情報保護制度
～18年度の運用状況～

問い合わせ　総務課
（℡  892・0121）

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
政
へ

の
理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
開
か
れ
た
市
政
を
実
現
す
る

た
め
に
定
め
ら
れ
た
「
情
報
公
開

制
度
」
と
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」

に
つ
い
て
、
18
年
度
の
運
用
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

制
度
の
概
要
や
開
示
請
求
の
内

容
な
ど
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
１
０
０
％
出
資
法

人
で
あ
る
市
土
地
開
発
公
社
や
㈶

交
野
市
体
育
文
化
協
会
な
ど
も
、

市
と
同
じ
よ
う
に
２
つ
の
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

18 年度情報公開制度の運用状況
交野市 出資法人など

開示請求の状況 開示請求の状況
　市内在住者　　　　5件 　市内在住者　　　　0件
　市外在住者　　　　8件 　市外在住者　　　　0件
　　　計　　　　　 13 人 　　　計　　　　　   0 人

開示決定の状況 開示決定の状況
　全部開示　　　 　  5 件 　全部開示　　　 　  0 件
　部分開示　　　　　2件 　部分開示　　　　　0件
　非開示　　　　　　4件 　非開示　　　　　　0件
　不存在　　　　　　2件 　不存在　　　　　　0件
　取り下げ　　　　　0件 　取り下げ　　　　　0件

開示請求の内容 開示請求の内容
　道路等図面関係　　4件
　住居表示関係　　　1件
　税務関係　　　　　3件
　契約関係　　　　　1件
　教育関係　　　　　3件
　議会関係　　　　　1件
※ 市の開示決定に対する不服申し立てと出資法人などでの
請求はありませんでした。

18 年度個人情報保護制度の運用状況
交野市

開示請求の状況
　開示請求の件数　　　　 19 件
　利用人数　　　　　　　 19 人

開示決定の状況
　全部開示　　　　　　　 13 件
　部分開示　　　　　　　　1件
　不存在　　　　　　　　　4件
　取り下げ　　　　　　　　1件

開示請求の内容
　戸籍謄本・住民票関係　　6件
　印鑑登録関係　　　　　　8件
　診療報酬明細関係　　　　2件
　その他　　　　　　　　　3件
※ 市の開示決定に対する不服申し立
てと出資法人などでの請求はあり
ませんでした。

情報公開コーナーと
会議の傍聴制度をご利用ください

■情報公開コーナー
　「情報公開制度」や「個人情報保護制度」の請求受け付け
や利用方法の相談に応じています。
　また、予算書や議案書、会議の議事録などの行政情報も
自由に閲覧できます。
と 　き　午前 9時～午後 5時 30分（土曜・日曜日、休日
を除く）
ところ　市役所本館 2階
■会議の傍聴制度
　各種会議は公開していますので、傍聴できます。
※ 傍聴できる会議は、市役所本館１階ロビーと情報公開コー
ナーに掲示しています。

■情報公開制度
　 公文書の開示を請求する権利を
保障した制度

■個人情報保護制度
　 個人情報を適切に取り扱い、自
分自身の情報の開示・訂正・削
除などを請求する権利を保障し
た制度

市役所本館 2階の情報公開コーナー
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第二京阪道路の状況（4月の動き）

　今回は、第二京阪道路の19年4月末現在の
工事進捗状況をお知らせします。
　なお、最新の状況は、ホームページ（http://

www.city.katano.osaka.jp/）に掲載しています。
問 い合わせ　第二京阪道路対策室（℡  892・
0121）

国、西日本高速道路㈱［第二京阪道路事業者］は、
平成21年度の供用を目標に事業を進めています

番号 工事名 延長 発注者 状況
① 星田地区改良工事 674m 国土交通省 工事完了
② 倉治地区下部その他工事 800m 国土交通省 工事完了
③ 東倉治地区下部その他工事 500m 国土交通省 工事中
④ 交野高架橋東（下部工）工事 305m 西日本高速道路㈱ 工事中
⑤ 交野高架橋中（下部工）工事 752m 西日本高速道路㈱ 工事準備中
⑥ 私部西地区下部その他工事 320m 国土交通省 工事準備中
⑦ 交野高架橋西（下部工）工事 403m 西日本高速道路㈱ 工事準備中
⑧ 茄子作地区改良工事〔枚方市域〕 816m 国土交通省 工事完了
⑨ 倉治中地区PC上部工事 423m 国土交通省 工事中
⑩ 星田地区PC上部工事 592m 国土交通省 工事準備中
⑪ 茄子作地区PC上部工事〔枚方市域〕 898m 国土交通省 工事準備中

番号 工事名 延長 発注者 公表 公告 開札

A 青山地区高架橋工事 620m
（上部工 889m）国土交通省

1月 17日
（済）

3月 26日
（済）

8月 27日
（予定）

下部工事 ① ⑧ ⑥ ⑦ ⑤ ④ A ② ③

上部工事 ⑩ ⑪ ⑨

第二京阪道路

国道 168 号線

Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線府道枚方交野寝屋川線

府道交野久御山線京阪交野線
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電話番号案内
市役所 ℡  892・0121

本
　
　
館

 　市長公室、企画財政室、
　総務課、人事課、税務室、
　市民総合窓口担当、市民課、
　国民健康保険課、こども室、
　商工観光課、会計室、
　議会事務局、
　行政委員会事務局

℡  892・0121

別
　
館

　環境保全課、都市計画課、
　道路河川課、農とみどり課、
　下水道課、
　第二京阪道路対策室
　農業委員会事務局
　土地開発公社

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
　循環型社会推進室 ℡  892・0121
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課、 ℡  892・7721
　 教育総務室 ℡  810・0530
　学校管理課、指導課、
　学校給食課 ℡  810・0522

　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  891・3456
星の里いわふね ℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825
歴史民俗資料展示室 ℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119
　 総務課、予防課、警防課、
　通信指令室 ℡  892・0119

水道局 ℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　新浄水施設整備室 ℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

ア
ウ
ト
ド
ア

ヒ
ノ
キ
の
間
伐
体
験

と 　

き　

６
月
24
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時（
雨
天
中
止
）

集 　

合　

午
前
９
時
に
い
き
も
の

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内 　

容　

家
族
で
ヒ
ノ
キ
の
間
伐

を
し
、
そ
の
間
伐
材
を
使
っ
て

ク
ラ
フ
ト
づ
く
り

定　

員　

20
人

※ 

小
・
中
学
生
は
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

服 　

装　

作
業
服
、
帽
子
、
運
動

靴
持
ち
物　

弁
当
、お
茶
、雨
具

講　

師　

交
野
里
山
ゆ
う
ゆ
う
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

１
日
（
金
）
か
ら
い
き
も
の
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

園（
解
散
）

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

弁
当
、
お
茶
、
雨
具（
ビ

ニ
ー
ル
カ
ッ
パ
）、
筆
記
用
具
、

あ
れ
ば
ル
ー
ペ

※ 

歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

講 　

師　

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

20
年
度
使
用

教
科
書
展
示
会

　

小
・
中
学
校
の
教
科
書
を
次
の

と
お
り
展
示
し
ま
す
。

と 　

き　

６
月
６
日
（
水
）
〜
７

月
４
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午

後
４
時（
土
・
日
曜
日
除
く
）

と 

こ
ろ　

交
野
市
教
育
セ
ン
タ
ー

（
長
宝
寺
小
学
校
内
）

問
い
合
わ
せ　

指
導
課

新
緑
の
樹
木
観
察

ハ
イ
キ
ン
グ

と 　

き　

７
月
１
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時（
小
雨
決
行
）

集 　

合　

午
前
９
時
に
河
内
磐
船

駅
前

内 　

容　

樹
木
を
観
察
し
な
が
ら

歩
き
、木
々
に
名
札
を
つ
け
る

コ 

ー
ス　

か
い
が
け
の
道

－

傍

示
キ
ャ
ン
プ
場

－

さ
え
ず
り

の
道

－

石
仏
の
道

－

倉
治
公

教　
育

ー　

渡
辺
晋
一
郎
さ
ん

申
し
込
み　

直
接
集
合
場
所

問 

い
合
わ
せ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー

アウトドア
　 ヒノキの間伐体験
　 新緑の樹木観察ハイキング
 
教　育
 　20 年度使用教科書展示会

文　化
 　夏のパソコン教室
　 交野が原賞作品募集

  青少年コーナー
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文　
化

青少年コーナー
「年度始め」

　

毎
年
、４
月
の
年
度
始
め
に
は
、

青
少
年
指
導
員
も
何
人
か
の
新
メ

ン
バ
ー
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

毎
年
よ
く
聞
か
れ
る
質
問
の
中
に

こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
「
青
少
年
指
導
員
と
は
、
ど
ん

な
仕
事
を
す
る
の
で
す
か
」

　

新
し
く
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
人

に
は
当
然
の
質
問
で
す

し
、
と
て
も
基
本
的
な
質

問
だ
と
思
い
ま
す
。中
に

は
今
年
度
初
め
て
青
少

年
指
導
員
の
存
在
を
知

っ
た
人
が
い
る
の
も
事

実
で
す
。

　

青
少
年
指
導
員
の
仕

事
は
「
青
少
年
の
健
全
育

成
の
た
め
、
地
域
社
会
の

浄
化
と
健
全
な
環
境
づ

く
り
」「
地
域
と
学
校
、
保

護
者
と
の
連
絡
網
整
備
」

「
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
啓

蒙
活
動
」「
指
導
員
相
互
の
資
質

向
上
」
な
ど
を
行
う
、
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

た
だ
、
実
際
に
は
、
私
た
ち
が

活
動
し
て
い
る
時
に
ふ
れ
あ
う
多

く
の
子
ど
も
た
ち
を
理
解
す
る
、

ま
た
は
、
そ
の
努
力
を
す
る
と
い

う
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

　

私
が
こ
こ
何
年
か
続
け
た
青
少

年
指
導
員
の
活
動
の
中
で
、「
子
ど

も
た
ち
を
知
る
こ
と
」「
で
き
れ

ば
会
話
を
す
る
こ
と
」
が
、
最
初

の
仕
事
で
あ
る
と
感
じ
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、最
初
の
新
メ

ン
バ
ー
か
ら
の
質
問
の

話
題
に
戻
り
ま
す
が
、毎

年
の
よ
う
に
問
い
か
け

ら
れ
る
質
問
が
、い
つ
し

か
私
に
は
こ
う
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
大
人
は
、
青
少
年
に

ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば

良
い
の
で
す
か
」

　

基
本
的
な
質
問
ほ
ど

難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

い
つ
か
こ
の
質
問
に
対
す
る
自
分

自
身
の
答
え
が
見
つ
か
る
よ
う
に

努
力
を
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
人
た
ち
を
迎
え
、
年
度

始
め
は
、
い
つ
も
そ
ん
な
思
い
の

中
で
始
ま
る
気
が
し
ま
す
。

青
少
年
指
導
員
会
広
報
部

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

夏
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

■ 

全
く
初
め
て
の
人
の
た
め
の
入

門
コ
ー
ス

と 　

き　

７
月
４
日
（
水
）
〜
７

月
25
日
（
水
）
の
毎
週
水
曜
日

（
３
時
間
×
４
回
）

内 　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
説

明
、
文
字
入
力
、
印
刷
、
保
存
、

電
子
メ
ー
ル
の
操
作
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
見
か
た

■ 

ち
ょ
っ
と
で
き
る
け
れ
ど
も
う

少
し
詳
し
く
知
り
た
い
人
の
た

め
の
初
級
コ
ー
ス

と 　

き　

７
月
５
日
（
木
）
〜
８

月
２
日
（
木
）
の
毎
週
木
曜
日

（
３
時
間
×
５
回
）

内 　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
、
ワ

ー
ド
の
編
集
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
の
写
し
方
、メ
ー
ル
の
活
用
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

■ 

よ
り
詳
し
く
習
い
た
い
人
の
た

め
の
中
級
コ
ー
ス

と 　

き　

７
月
３
日
（
火
）
〜
７

月
31
日
（
火
）
の
毎
週
火
曜
日

（
３
時
間
×
５
回
）

内 　

容　

ワ
ー
ド
の
活
用
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
の
活
用
、
フ
リ
ー

メ
ー
ル
と
ブ
ロ
グ
活
用
術
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

時
間（
全
コ
ー
ス
共
通
）

▽ 

午
前
の
部
＝
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分

▽ 

午
後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

と 

こ
ろ　

青
年
の
家
２
階　

コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
研
修
室

対 　

象　

18
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
の
人
で
、
全
日
程
参

加
で
き
る
人

定　

員　

各
コ
ー
ス
20
人

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

前
に
受
講
し
た
人
で
一
つ
上
の

ク
ラ
ス
を
希
望
す
る
人
を
優
先

し
ま
す
。

受
講
料

▽
入
門
コ
ー
ス
＝
４
０
０
０
円

▽ 

初
級
コ
ー
ス
＝
５
０
０
０
円

▽
中
級
コ
ー
ス
＝
５
０
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

交
野
が
原
賞
作
品
募
集

　

児
童
・
生
徒
の
詩
を
対
象
と
し

た
「
交
野
が
原
賞
」
の
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

対 　

象　

小
学
生
、
中
学
生
、
高

校
生

募 

集
内
容　

自
由
で
１
人
３
編
以

内
、
未
発
表
で
自
作
に
限
り
ま

す
。
原
稿
用
紙
を
使
用
。
末
尾

に
学
校
名
、学
年
、住
所
、氏
名

（
ふ
り
が
な
）
を
記
入
し
た
も

の
※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

主　

催　

交
野
詩
話
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

20
日
（
金
）
ま
で
に　

〒
５
７

６

－

０
０
５
２　

私
部
２

－

29

－

１ 

社
会
教
育
課
「
交
野

が
原
賞
」作
品
係

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
希

望
コ
ー
ス
名
と
時
間
（
午
前
・

午
後
）
②
郵
便
番
号
・
住
所
③

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番

号
を
記
入
し
、
６
月
12
日
（
火
）

〈
消
印
有
効
〉
ま
で
に
、
〒
５
７

６

－

０
０
５
２　

私
部
２

－

29

－

１　

体
育
文
化
協
会
「
パ

ソ
コ
ン
教
室
」係

問
い
合
わ
せ　

青
年
の
家
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文　
化

※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

文　化
　 プラネタリウム新番組と休館
　 スクラップブッキング教室
　 スクラップブッキング

スポーツ
　 いきいきランドからのお知らせ
　 ベビースイミング体験会

人　権
　 あなたの人権守られてますか
　 就職差別撤廃月間
　 職場のハラスメントを考える

ス
ク
ラ
ッ
プ

ブ
ッ
キ
ン
グ
教
室

と 　

き　

７
月
〜
10
月
〈
８
月
を

除
く
〉
の
毎
月
第
２
・
４
水
曜

日
午
後
１
時
〜
３
時（
全
６
回
）

と 

こ
ろ　

青
年
の
家　

学
び
の
館

テ 

ー
マ　
「
楽
し
い
手
づ
く
り
ア

ル
バ
ム
」

内 　

容　

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン

グ
の
基
礎
か
ら
応
用
テ
ク
ニ
ッ

ク
ま
で
、
ア
ル
バ
ム
を
作
り
な

が
ら
写
真
の
整
理

定　

員　

先
着
20
人

参 

加
費　

５
０
０
０
円
（
材
料
費

は
別
途
３
６
０
０
円
×
２
回
）

講　

師　

嶋
村
久
美
子
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

１
日
（
金
）
〜
15
日
（
金
）
に
、

参
加
費
と
材
料
費
１
回
分
を
添

え
て
青
年
の
家
窓
口

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ

お
部
屋
に
飾
れ
る
ミ
ニ
ア
ル
バ
ム

と 　

き　

７
月
〜
10
月
の
毎
月
第

１
・
３
木
曜
日
（
８
月
を
除
く
）

午
後
１
時
〜
３
時（
全
６
回
）

と 

こ
ろ　

星
田
西
体
育
施
設　

多

目
的
ル
ー
ム

テ 

ー
マ　
「
ス
テ
キ
！
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
最
適　

思
い
出
の
写
真
を

飾
り
ま
し
ょ
う
」

内 　

容　

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン

グ
、写
真
立
て
な
ど
の
製
作

定　

員　

先
着
20
人

参 

加
費　

５
０
０
０
円
（
材
料
費

は
別
途
３
６
０
０
円
×
２
回
）

講　

師　

赤
塚
敬
子
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

１
日
（
金
）
〜
15
日
（
金
）
に
、

参
加
費
と
材
料
費
１
回
分
を
添

え
て
青
年
の
家
窓
口

ス
ポ
ー
ツ

 

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

か
ら
の
お
知
ら
せ

■ 

プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
早
朝
利
用

　

利
用
者
の
み
な
さ
ん
の
要
望
に

よ
り
、
夏
期
の
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
開
始
時
間

を
30
分
早
め
ま
す
。

と 　

き　

７
月
１
日
（
日
）
〜
８

月
31
日（
金
）

▽ 

月
〜
土
曜
日
＝
午
前
９
時
〜
午

後
９
時
30
分

▽ 

日
曜
日
・
祝
日
＝
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

■
会
員
募
集

　

わ
く
わ
く
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

 

ベ
ビ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ

体
験
会

　

親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
を
水
に

慣
れ
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
〜
７
月

▽ 

月
・
土
曜
日
＝
午
後
１
時
〜
１

時
45
分

▽ 

水
曜
日
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
15
分

▽ 

木
曜
日
＝
午
前
11
時
〜
11
時
45

分
※ 

６
月
６
日
（
水
）・
７
月
16
日

（
祝
）・
25
日（
水
）・
26
日（
木
）・

28
日
（
土
）
は
体
験
会
を
行
い

ま
せ
ん
。

と
こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

対 　

象　

６
か
月
〜
２
歳
11
か
月

児
定　

員　

各
５
人

参
加
費　

１
０
０
０
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７

月
30
日
（
月
）
ま
で
に
交
野
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
℡
８
９ 

４
・
１
１
８
７
）

 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
新
番
組
と

休
館
の
お
知
ら
せ

　

番
組
入
れ
替
え
の
た
め
、
６
月

18
日
（
月
）
〜
22
日
（
金
）
は
休
館

し
ま
す
。

　

６
月
23
日（
土
）か
ら
は
、
新
番

組
「O

N
E

　
P
IE
C
E

（
ワ
ン
ピ

ー
ス
）
宇
宙
っ
て
お
も
し
れ
え
！

星
空
島
編
」を
投
影
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね

ブ
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド

交
野



(15)19.06.01

人　
権

あ
な
た
の
人
権

守
ら
れ
て
ま
す
か

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の

日
で
す
。あ
な
た
の
ま
ち
の
人
権

擁
護
委
員
が
、
特
設
人
権
相
談
を

し
ま
す
の
で
、
職
場
・
近
所
・
家

族
な
ど
の
問
題
や
困
っ
て
い
る
こ

と
を
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
交
野
市
の
特
設
人
権
相
談

と 　

き　

６
月
１
日
（
金
）
午
後

１
時
〜
４
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

個
別
相
談
室

費　

用　

無
料

■
市
内
の
人
権
擁
護
委
員

　

市
内
で
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
た
次
の
７
人
の
人
権
擁

護
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。（
順

不
同
、敬
称
略
）

▽ 

向
井
壽
一
（
森
南
）
＝
℡  
８
９

１
・
６
８
８
６

▽ 

溝
辺
和
子
（
倉
治
）
＝
℡  
８
９

２
・
５
８
８
１

▽ 

角
野
喜
美
子
（
私
市
）
＝
℡  
８

９
１
・
０
３
２
０

▽ 

矢
寺
好
子
（
私
部
）
＝
℡  
８
９

１
・
３
１
２
２

▽ 

中
一
皓（
郡
津
）＝
℡  
８
９
１
・

０
５
９
４

▽ 

平
山
学
（
天
野
が
原
町
）
＝
℡  

８
９
２
・
１
７
９
７

▽ 

栗
原
清
美
子
（
妙
見
坂
）
＝
℡  

８
９
２
・
０
５
７
０

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
人
権
政

策
担
当

就
職
差
別
撤
廃
月
間

　

府
は
、
６
月
を
「
就
職
差
別
撤

廃
月
間
」
と
定
め
、「
し
な
い　

さ

せ
な
い　

就
職
差
別
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

就
職
機
会
均
等
を
保
障
す
る
こ

と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
就
職
差
別
１
１
０
番

　

面
接
時
な
ど
の
差
別
に
つ
い

て
、
相
談
や
関
係
機
関
の
紹
介
な

ど
を
行
い
ま
す
。

▽
ｅ
メ
ー
ル
で
の
相
談

と　

き　

６
月
中
随
時

ア 

ド
レ
ス　

koyosuishin-g0
3
@
sbox.pref.osaka.lg.jp

▽
臨
時
電
話
で
の
相
談

と 　

き　

６
月
20
日
（
水
）
〜
22

日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
電 

話
番
号　

06
・
６
９
４
４
・ 

１
４
８
８

問 

い
合
わ
せ　

府
雇
用
推
進
室

（
℡  
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

考
え
る
ウ
イ
ー
ク

■ 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
セ
ミ
ナ
ー

（
予
約
制
）

と 　

き　

６
月
12
日
（
火
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

府
総
合
労
働
事
務
所

（
大
阪
市
中
央
区
石
町
２

－

５

－

３
）

テ 

ー
マ　
「
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
（
発
生

と
防
止
対
策
）」

対 　

象　

府
内
事
業
所
の
人
事
労

務
担
当
者
な
ど

定　

員　

先
着
50
人

■ 

防
止
基
礎
講
座（
予
約
制
）

　

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
、
基
本
的
な
考
え
方
・
対
応
方

法
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

と 

き
・
と
こ
ろ

▽ 

６
月
13
日
（
水
）
＝
府
総
合
労

働
事
務
所

▽ 

６
月
14
日
（
木
）
＝
府
総
合
労

働
事
務
所
南
大
阪
セ
ン
タ
ー

▽ 

６
月
15
日
（
金
）
＝
府
総
合
労

働
事
務
所
北
大
阪
セ
ン
タ
ー

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
６
時
10

分
〜
７
時
40
分
で
す
。

対 　

象　

府
内
労
使
を
は
じ
め
、

テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る
府
内
在

住
の
人

定　

員　

先
着
20
人

■ 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す

る
相
談

と 　

き　

６
月
11
日（
月
）〜
15
日

（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
７
時

と
こ
ろ

▽ 

府
総
合
労
働
事
務
所
（
℡  

06
・
６
９
４
６
・
２
６
０
０　

℻  
06
・
６
９
４
６
・
２
６
３
５
）

▽ 

北
大
阪
セ
ン
タ
ー
（
℡  
06
・
６

８
７
２
・
３
０
３
０　

℻  
06
・

６
８
７
２
・
３
０
３
３
））

▽ 

南
大
阪
セ
ン
タ
ー（
℡  
０
７
２
・

２
５
８
・
６
５
３
３　

℻  
０
７

２
・
２
５
８
・
７
１
３
３
）

※
一
般
労
働
相
談
も
で
き
ま
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

府
総

合
労
働
事
務
所
（
℡  
06
・
６
９

４
６
・
２
６
０
８　

℻  
06
・
６

９
４
６
・
２
６
３
５
）

※広告の掲載については㈱宣成社（℡  06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。
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福　
祉

乳
幼
児
医
療

医
療
証
の
更
新

　

７
月
１
日
付
で
、
医
療
証
が
更

新
さ
れ
ま
す
。対
象
者
は
必
ず
更

新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対 　

象　

市
内
在
住
で
、
４
歳
未

満
の
乳
幼
児（
７
月
１
日
現
在
）

① 

国
民
健
康
保
険
以
外
（
社
会
保

険
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
る
乳

幼
児
に
は
、
６
月
下
旬
に
「
更

新
申
請
書
」
を
送
り
ま
す
。
必

要
事
項
を
参
照
の
う
え
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
乳
幼
児
に
は
、
６
月
下
旬
に

「
更
新
申
請
書
」と「
医
療
証
」を

送
り
ま
す
。７
月
以
降
す
み
や

か
に
、旧
医
療
証
と
、更
新
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽ 

乳
幼
児
の
記
載
さ
れ
た
健
康
保

険
証
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者

は
不
要
）

▽ 

19
年
１
月
２
日
以
降
に
交
野
市

に
転
入
し
た
場
合
、
19
年
１
月

１
日
現
在
に
住
民
票
の
あ
っ
た

市
町
村
長
が
発
行
す
る
保
護
者

の
19
年
度
所
得
証
明
書
（
児
童

手
当
用
と
同
じ
内
容
の
も
の
）

申 

請
場
所　

社
会
福
祉
課
、
市
民

総
合
窓
口
担
当

※ 

医
療
証
の
更
新
手
続
き
は
、
今

年
で
廃
止
し
ま
す
。廃
止
に
と

も
な
い
、
医
療
証
の
有
効
期
限

が
満
４
歳
に
な
る
月
の
末
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。有
効
期
限
ま

で
の
間
に
、
健
康
保
険
証
や
住

所
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
助
成
の
内
容

▽
医
療
証
に
よ
る
助
成

　

４
歳
未
満
児
に
対
す
る
府
内

医
療
機
関
で
の
通
院
・
入
院
費
か

ら
、
一
部
自
己
負
担
金
を
除
い
た

額
と
、
食
事
療
養
費
の
標
準
負
担

額※ 

一
部
自
己
負
担
金
は
、
１
日
に

つ
き
５
０
０
円
限
度
（
月
２
回

ま
で
）で
す
。

▽
申
請
に
よ
る
助
成

　

次
の
よ
う
な
時
に
は
、
領
収
書

を
添
付
の
う
え
、
申
請
に
よ
り
助

成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
保
護
者
の

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
で
、
家

族
療
養
費
附
加
給
付
金
・
高
額

療
養
費
な
ど
の
給
付
が
あ
る
場
合

は
、
そ
れ
ら
を
控
除
し
た
額
に
な

り
ま
す
の
で
、
決
定
通
知
書
の
添

付
が
必
要
で
す
。

① 

４
歳
未
満
児
に
対
す
る
、
府
外

医
療
機
関
で
の
通
院
・
入
院
費

か
ら
一
部
自
己
負
担
金
を
除
い

た
額
と
入
院
時
の
食
事
療
養
費

の
標
準
負
担
額

② 

４
〜
６
歳
児
の
入
院
医
療
費

（
保
険
適
用
分
の
み
）
か
ら
一

部
自
己
負
担
金
を
除
い
た
額
と

食
事
療
養
費
の
標
準
負
担
額

③ 

医
療
証
の
交
付
を
受
け
る
ま
で

に
支
払
わ
れ
た
通
院
・
入
院
費

か
ら
一
部
自
己
負
担
金
を
除
い

た
額
と
、
入
院
時
の
食
事
療
養

費
の
標
準
負
担
額

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
夏
休

み
に
市
内
の
福
祉
施
設
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

と 　

き　

７
月
１
日
（
日
）
〜
８

月
31
日（
金
）の
う
ち
、
１
〜
３

日
程
度

対　

象　

市
内
在
住
の
人

地
域
福
祉
講
演
会

と 　

き　

６
月
30
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

テ 

ー
マ　
「
地
域
で
と
り
く
む
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
向

け
て　

〜
地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
と
見
守
り
活
動
の

す
す
め
方
〜
」

対 　

象　

校
区
福
祉
委
員
会
、区
・

自
治
会
関
係
者
、
地
域
福
祉
に

興
味
の
あ
る
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

大
阪
市
立
大
学
非
常
勤

講
師　

竹
村
安
子
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

22
日
（
金
）
ま
で
に
社
会
福
祉

協
議
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

20
日
（
月
）
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー

福　祉
　 地域福祉講演会
　 ボランティア体験プログラム
　 乳幼児医療医療証の更新

　税
　 前納報奨金制度の廃止

保険・年金
　 老人医療証の交付申請

くらし
　 耐震診断・改修の相談窓口
　 わが家の耐震診断
  市・府民税の納期月
  国民健康保険料の納付
  介護保険料の納付

※広告の掲載については㈱宣成社（℡06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

［広告］
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※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

前
納
報
奨
金
制
度
の
廃
止

　

市
・
府
民
税
（
普
通
徴
収
）
を

一
定
期
間
内
に
一
括
で
納
付
し
た

場
合
、
前
納
報
奨
金
を
交
付
し
て

い
ま
し
た
が
、
社
会
状
況
の
変
化

や
厳
し
い
財
政
状
況
の
た
め
、
19

年
度
か
ら
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
室

　
税

市
・
府
民
税
の
納
期
月

　

６
月
は
、
市
・
府
民
税
第
１

期
分
の
納
期
月
で
す
。

　

期
限
の
７
月
２
日
（
月
）
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
室

介
護
保
険
料
の
納
付

　

６
月
分
の
普
通
徴
収
（
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人

を
除
く
）
の
納
期
限
は
７
月
２

日
（
月
）
で
す
。
必
ず
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課

国民健康保険料
の納付

　6 月分の納期限は 7 月 2
日（月）です。期限内に納め
ましょう。
問い合わせ　国民健康保険課

保
険
・
年
金

老
人
医
療
証
の

交
付
申
請

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、７
月
１
日
か
ら
老
人
医
療（
医

療
費
の
助
成
）
制
度
の
受
給
資
格

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
医
療
証
の
交
付
申
請
（
代
理

申
請
可
）に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
７
月
中
に
満
65
歳
に
な
る
人
で

① 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
患
者
票
所
持

の
人
）

② 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証(

特

定
疾
患
登
録
者
証
含
む
）
を
持

っ
て
い
る
人

④ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

※ 

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。

▽ 

昭
和
12
年
7
月
2
日
〜
昭
和
14

年
10
月
31
日
生
ま
れ
の
人
で

①
19
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯

② 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
患
者
票
所
持

の
人
）

③ 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

④ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証(

特

定
疾
患
登
録
者
証
含
む
）
を
持

っ
て
い
る
人

⑤ 
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

※ 

②
〜
⑤
に
該
当
の
人
は
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

持 

ち
物　

健
康
保
険
証
、
そ
れ
ぞ

れ
該
当
を
証
明
す
る
も
の
（
患

者
票
な
ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月

21
日
（
木
）
か
ら
市
民
総
合
窓

口
担
当

く
ら
し

19
年
度
耐
震
診
断
・

改
修
の
相
談
窓
口

　

㈶
大
阪
建
築
防
災
セ
ン
タ
ー

は
、
木
造
住
宅
や
非
木
造
建
築
物

の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

■
面
接
相
談

内 　

容　

建
築
の
専
門
技
術
者
に

よ
る
相
談

と 　

き　

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

※ 

建
築
確
認
通
知
書
な
ど
の
図

面
・
写
真
な
ど
が
あ
れ
ば
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

■
一
般
相
談

内 　

容　

セ
ン
タ
ー
担
当
者
に
よ

る
相
談
・
照
会

※ 

電
話
（
℡  
06
・
６
９
４
２
・
０

１
９
０
）で
相
談
も
で
き
ま
す
。

と 　

き　

平
日
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
30
分

と 

こ
ろ　

㈶
大
阪
建
築
防
災
セ
ン

タ
ー
（
大
阪
市
中
央
区
谷
町
３

－

１

－

17
）

費　

用　

無
料

※ 
現
地
で
の
相
談
や
調
査
、
見
積

も
り
・
査
定
な
ど
を
希
望
す
る

場
合
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

㈶
大
阪
建
築
防
災

セ
ン
タ
ー
（
℡  
06
・
６
９
４
２
・

０
１
９
０
）

地
震
に
備
え
て

わ
が
家
の
耐
震
診
断

　

市
に
は
、
耐
震
診
断
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
「
耐
震
診
断
」
と
は
、
建
築
物
が

地
震
に
対
し
て
、
ど
の
程
度
耐
え

る
こ
と
が
で
き
る
か
、
建
物
の
図

面
や
、
実
地
調
査
で
地
震
に
対
す

る
強
さ
を
把
握
し
、
安
全
性
・
耐

震
性
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
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く
ら
し

くらし
　 資源ごみ抜き取り防止にご協力を
　 ごみ不法投棄監視ウイーク
　 おわびと訂正
　 財産区議会議員選挙の結果
　 まちづくりラウンドテーブル

  交野市民まつり各種募集

資
源
ご
み
抜
き
取
り

防
止
に
ご
協
力
を

　

最
近
、
金
属
類
の
価
格
が
高
騰

し
、
み
な
さ
ん
が
出
し
た
資
源
ご

み
の
中
か
ら
、
ア
ル
ミ
缶
だ
け
を

抜
き
取
る
業
者
が
出
没
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
業
者
は
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
荒
ら
し
た
り
、
い
ら

な
い
も
の
を
公
園
や
道
路
に
捨
て

た
り
す
る
の
で
、
市
に
た
く
さ
ん

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
こ
れ
ら
の
事
態
に
対
応

す
る
た
め
に
、
資
源
ご
み
の
収
集

日
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
資

源
ご
み
の
抜
き
取
り
や
ご
み
の
散

乱
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
抜
き
取
り
業
者
と
間
違

う
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
自
治
会

な
ど
で
集
団
回
収
を
す
る
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
市
の
収
集
日
と
違
う

日
に
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
事
業
所

交
野
市
ご
み
不
法

投
棄
監
視
ウ
イ
ー
ク

　

５
月
30
日
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）

〜
６
月
５
日
（
環
境
の
日
）
の
１

週
間
は
、「
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監

視
ウ
イ
ー
ク
」で
す
。

　

市
で
も
、
こ
の
１
週
間
を
「
交

野
市
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
イ
ー

ク
」
と
し
、
市
内
各
所
に
啓
発
ポ

ス
タ
ー
を
設
置
し
、
監
視
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
を
行
い
ま
す
。

財
産
区
議
会

議
員
選
挙
の
結
果

　

５
月
13
日
任
期
満
了
の
倉
治
・

郡
津
・
星
田
・
私
市
・
森
・
寺

の
各
財
産
区
議
会
議
員
の
選
挙

は
、
４
月
17
日
告
示
さ
れ
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
立
候
補
者
が
定
数

を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票

と
な
り
、
下
表
の
と
お
り
当
選
者

（
敬
称
略
）が
決
定
し
ま
し
た
。

問 

い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

倉
治
財
産
区（
定
数
10
）

氏　名 住　所
新庄　衛 倉治 7
岡本　尚成 倉治 2
奥西　克修 倉治 7
奥村　宏 倉治 5
松宮　隆志 倉治 6
厚主　纂 神宮寺 1
大塚　隼 倉治 7
新庄　正 倉治 6
藤原　伊佐生 倉治 3
吉田　收治 東倉治 4

郡
津
財
産
区（
定
数
８
）

氏　名 住　所
花田　稔行 幾野 1
中　　輝雄 郡津 2
大西　昭義 郡津 5
谷本　正秀 郡津 1
今堀　善行 郡津 1
久山　春雄 梅が枝
橘　　順一 松塚
大塚　裕康 郡津 4

星
田
財
産
区（
定
数
10
）

氏　名 住　所
兼松　康雄 南星台 1
岡田　和利 妙見坂 6
堀江　成幸 星田 5
山口　政成 星田 5
山口　五十一 藤が尾 6
亥埜　重治 星田 1
安永　潔 妙見坂 6
乾　　正紀 星田 1
栗田　秀雄 星田 1
大中　文夫 星田 1

私
市
財
産
区（
定
数
10
）

氏　名 住　所
山本　正明 私市 6
仲谷　一壽 私市 3
松井　義正 私市 6
向井　清幸 私市 6
井上　紀男 私市 1
井上　重次 私市 4
桐原　博 私市山手 3
北川　浩司 私市山手 4
上殿　勝 私市 5
宮崎　康史 天野が原町 1

森
財
産
区（
定
数
６
）

氏　名 住　所
大門　實 森南 1
井上　美保子 森南 3
向井　克喜 森南 2
仲西　忠彦 森南 2
大門　弘 森南 2
杉井　隆夫 森南 2

寺
財
産
区（
定
数
７
）

氏　名 住　所
山添　勝吉 寺 2
山添　則和 寺 2
津熊　喜代一 寺 2
中野　稔 寺 2
畠山　寛行 寺 2
中𡌛　啓 寺 2
山添　正和 寺 2

お
わ
び
と
訂
正

　
「
広
報
か
た
の
」
５
月
１
日
号

11
ペ
ー
ジ
、「
家
電
４
品
目
の
指
定

引
取
場
所
が
変
更
」
の
、
コ
フ
ジ

物
流
㈱
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　

誤
り
は
「
℡
８
０
８
・
３
６
１

２
」
で
、
正
し
く
は
「
℡
８
０
８
・

３
６
１
１
」で
す
。

　

深
く
お
わ
び
し
、
訂
正
い
た
し

ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

循
環
型
社
会
推
進

室
問 

い
合
わ
せ　

循
環
型
社
会
推
進

室
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※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

　8月 4日（土）・5日（日）、私部公園グラウン
ドで開催する第 24回交野市民まつりの各種参
加者や運営ボランティアを募集します。
問 い合わせ　交野市民まつり実行委員会事務局
　 （〒576－0053　郡津5－5－1　℡   891・4444
℻   893・0777　e-mail:info@katano-cf.net　url:http:
//katano-cf.net/）
■模擬店出店
と　き　8月 4日（土）・5日（日）
対 　象　市内在住・在勤の人が所属する団体（業
者・営利団体を除く）で、両日出店できる団体

※ 当日は警備などのボランティアをお願いしま
す。
※ 出店団体は、日ごろの活動内容を模擬店で掲
示してもらいます。
募集区画　若干数
出店料　1万 5,000 円
電気料　電気器具 1台につき 2,000 円
申 し込み　はがきに①団体名②代表者名③連絡
先住所④電話番号⑤団体の詳細なプロフィー
ルを記入し、6月 11日（月）までに事務局へ
郵送
■フリーマーケット
と　き　8月4日（土）・5日（日）午後1時～6時
対 　象　市内在住・在勤で交野市民まつりの趣
旨に賛同する人（業者・プロを除く）
内 　容　家庭内不用品、手づくり品などの販売
（飲食物、危険物、契約が必要なものは除く）
募集区画　両日とも 10区画程度

出店協力金　1日 1,000 円
申 し込み　6月 29日（金）までにホームページ
から申し込み

■市民ステージ出演者
と　き　8月 4日（土）午後 2時～ 4時
対 　象　市内で活動している音楽・ダンス・手
品・武芸などのグループ

出演時間　1団体約 20分
出演料　無料
申 し込み　デモテープ（カセット・ビデオ）と簡
単なプロフィールを 6月 29日（金）〈必着〉で
事務局へ郵送

■企業ブース出店
と　き　8月4日（土）・5日（日）午後1時～6時
対 　象　市内に本支店を置く企業か、市に関連
のある企業

内 　容　企業活動のPR・実演などと、来場者へ
の粗品（風船・うちわなど）の提供

※物品販売、飲食物の提供は禁止します。
募集数　5社
出店料　無料
申 し込み　6月 29日（金）までにホームページ
から申し込み

■運営ボランティア
と　き　8月4日（土）・5日（日）午後1時～9時
対　象　市内在住・在勤・在学の人
内 　容　子どもイベントの運営、会場清掃・警
備など

申し込み　7月 31日（火）までに事務局へ電話

交野市民まつり各種募集

ま
ち
づ
く
り

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

　

み
ん
な
で
テ
ー
マ
を
持
ち
寄
っ

て
、
意
見
を
交
換
し
、
知
恵
を
出

し
合
う
井
戸
端
会
議
で
す
。

　

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
の

で
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
法
人
な

ど
の
活
動
状
況
を
情
報
提
供
す
る

場
と
し
て
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

６
月
24
日
（
日
）
午
後

２
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

集
団
指
導
室

話 

題
提
供　

学
習
塾「
向
学
舎（
エ

ジ
ソ
ン
ク
ラ
ブ
）」
塾
長　

宮

口
俊
之
さ
ん
＝
今
！
低
学
力

傾
向
「
学
校
・
家
庭
・
塾
は
何

を
す
べ
き
か
」

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
市
民
活

動
推
進
担
当 



19.06.01 (20)

く
ら
し

くらし
　 土曜日も住民票などを発行
　 枚方警察署からのお知らせ

求　人
　 国家公務員Ⅲ種試験
　 パート保育士登録者
　 アルバイト保育士登録者
　 図書館アルバイト登録者

子育て
　 幼稚園就園奨励費補助金
　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 パクパク離乳食講習会
　 歯ッピー教室
　 ぽっぽちゃん講座
  消費者相談

国
家
公
務
員
採
用

Ⅲ
種（
税
務
）試
験

対 　

象　

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
平

成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

第
１
次
試
験
日　

９
月
９
日（
日
）

試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

内 　

容　

教
養
試
験
・
適
性
試
験
・

作
文
試
験

申 

し
込
み　

所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
６
月
26

日（
火
）〜
７
月
３
日（
火
）〈
消

印
有
効
〉
に
〒
５
５
３

－

８
５

１
３　

大
阪
市
福
島
区
福
島
１

－

１

－

60　

人
事
院
近
畿
事

務
局

※ 

申
込
書
は
、
左
記
問
い
合
わ
せ

先
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
国
税
局
人
事

第
二
課
（
℡  
06
・ 

６
９
４
１
・

５
３
３
１
）、
枚
方
税
務
署
総

務
課（
℡  
８
４
４
・
９
５
２
１
）

求　
人

消費者相談
～脱毛エステの　　　　　
　　中途解約は可能か～

問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　

エ
ス
テ
サ
ロ
ン
の「
脱

毛
お
試
し
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
で
、
20
回
分
の
コ
ー
ス
を

契
約
し
、
代
金
を
一
括
で
支
払

い
ま
し
た
。

　

脱
毛
処
理
を
３
回
受
け
ま
し

た
が
、
効
果
が
な
い
よ
う
な
の

で
中
途
解
約
を
申
し
出
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
は

「
続
け
な
い
と
効
果
は
あ
ら
わ
れ

ず
、
現
状
で
の
解
約
は
で
き
な

い
」
と
、
残
り
17
回
分
の
施
術

分
を
返
金
す
る
解
約
処
理
を
し

て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

特
定
商
取
引
法
で

は
、
身
体
の
美
化
、
知

識
の
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
て

長
期
に
わ
た
り
継
続
的
な
役
務

（
サ
ー
ビ
ス
）
を
提
供
し
、
こ
れ

に
対
し
て
５
万
円
を
超
え
る
金

額
を
支
払
う
契
約
を
「
特
定
継

続
的
役
務
」
と
し
て
、
中
途
解

約
を
認
め
て
い
ま
す
（
現
在
は
、

エ
ス
テ
サ
ロ
ン
、
語
学
教
室
、

家
庭
教
師
、
学
習
塾
、
パ
ソ
コ

ン
教
室
、
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー

ビ
ス
の
６
役
務
が
対
象
）。

　

今
回
の
場
合
も
、
脱
毛
効
果

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
中
途
解

約
が
可
能
で
、
一
括
で
支
払
っ

た
コ
ー
ス
代
金
は
清
算
し
て
返

金
し
て
も
ら
え
ま
す
。
た
だ

し
、
２
万
円
ま
た
は
契
約
残
額

の
10
％
の
い
ず
れ
か
低
い
額
を

上
限
と
し
て
解
約
費
用
が
差
し

引
か
れ
ま
す
の
で
、
残
り
分
の

全
て
が
返
金
さ
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。　

厚
生
労
働
省
は
、

平
成
13
年
に
「
医

師
免
許
を
有
し
な
い
者
が
行
っ

た
脱
毛
行
為
な
ど
が
原
因
と
な

っ
て
身
体
に
被
害
を
受
け
た
と

い
う
事
例
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

保
健
衛
生
上
見
過
し
え
な
い
」

と
し
て
、
医
師
以
外
の
者
が
レ

ー
ザ
ー
光
線
（
医
療
用
で
あ
る

か
否
か
を
問
わ
ず
）
な
ど
の
脱

毛
処
理
を
す
る
こ
と
は
医
師
法

に
違
反
す
る
と
通
達
を
出
し
て

い
ま
す
。

ＱＡ

助
言

▽ 

業
務
車
両
の
持
ち
帰
り
は
や
め

ま
し
ょ
う

▽ 

マ
イ
カ
ー
通
勤
を
自
粛
し
ま
し

ょ
う

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
警
察
署
（
℡  

８
４
５
・
１
２
３
４
）

土
曜
日
も
住
民
票

な
ど
を
発
行

　

毎
週
土
曜
日
（
年
末
年
始
、
祝

日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
正
午
に
、

住
民
票
や
印
鑑
証
明
な
ど
の
発
行

業
務
を
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

（
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
内
）
で
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

取 

り
扱
い
業
務　

住
民
票
・
印
鑑

証
明
・
年
金
現
況
届
・
住
民
票

記
載
事
項
証
明
・
登
録
原
票
記

載
事
項
証
明
の
発
行

■
本
人
確
認
に
ご
協
力
を

　

住
民
票
な
ど
の
交
付
申
請
時

に
、
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証

な
ど
で
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま

す
。み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
課

枚
方
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

■ 

６
月
は
め
い
わ
く
駐
車
追
放
府

民
運
動

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
安
全
で

快
適
な
交
野
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

▽ 

短
い
時
間
で
も
、
車
は
ガ
レ
ー

ジ
に
入
れ
ま
し
ょ
う



(21)19.06.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

ピ
ヨ
ピ
ヨ

離
乳
食
講
習
会

と　

き　

７
月
３
日
（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

２
〜
６
か
月
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

１
時
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

調
理
実
習
室
２

対 　

象　

６
〜
15
か
月
の
乳
幼
児

を
持
つ
保
護
者

※ 

託
児
が
あ
り
ま
す
。必
要
な
も

の（
バ
ス
タ
オ
ル
、
ミ
ル
ク
、
飲

み
物
〈
お
茶
な
ど
〉、
お
む
つ
な

ど
）は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

定　

員　

先
着
20
人

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
2
枚
、

筆
記
用
具

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

７
日（
木
）か
ら
健
康
増
進
課

ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
講
座

　

親
同
士
で
、
子
ど
も
の
発
達
の

道
筋
と
、
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
遊

び
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

７
月
13
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

は
い
は
い
期
（
お
お
む

ね
生
後
９
か
月
〜
12
か
月
）
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※ 

以
前
に
、
は
い
は
い
期
で
参
加

し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
参
加
で

き
ま
せ
ん
。

定　

員　

20
組

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

11
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

歯
ッ
ピ
ー
教
室

と 　

き　

７
月
５
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

親
子
健
康
教
室

対 　

象　

１
歳
前
後
の
前
歯
が
生

え
そ
ろ
っ
て
い
る
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

定　

員　

10
組（
予
約
制
）

費　

用　

１
０
０
円

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

19
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

子
育
て

す
。

　

申
請
書
は
、
市
内
の
公
・
私
立

各
幼
稚
園
で
、
す
で
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

市
外
の
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い

て
、
申
請
書
を
受
け
取
っ
て
い
な

い
人
は
、
各
幼
稚
園
か
こ
ど
も
室

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

７
月
４
日
（
水
）

申
し
込
み　

各
幼
稚
園

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
室

パ
ク
パ
ク

離
乳
食
講
習
会

と 　

き　

６
月
26
日
（
火
）
午
後

幼
稚
園
就
園

奨
励
費
補
助
金

　

市
は
、
幼
稚
園
教
育
の
充
実
と

普
及
を
図
る
た
め
、
保
育
料
な
ど

を
減
免
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま

パ
ー
ト

保
育
士
登
録
者

対 　

象　

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

勤
務
先　

各
幼
児
園

※ 

勤
務
時
間
な
ど
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

登
録
し
て
も
採
用
さ
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。定
員
に
空
き
が

で
き
次
第
、
面
接
の
日
時
を
連

絡
し
ま
す
。

申 

し
込
み　

履
歴
書
、資
格
書（
コ

ピ
ー
可
）、
印
鑑
を
持
っ
て
こ

ど
も
室

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
室

ア
ル
バ
イ
ト

保
育
士
登
録
者

対 　

象　

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

勤
務
先　

各
幼
児
園

勤
務
時
間

▽ 

平
日
＝
午
前
８
時
45
分
〜
午
後

５
時
15
分

▽ 

土
曜
日
＝
午
前
９
時
〜
正
午

（
月
１
・
２
回
）

※ 

登
録
し
て
も
採
用
さ
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。定
員
に
空
き
が

で
き
次
第
、
面
接
の
日
時
を
連

絡
し
ま
す
。

申 

し
込
み　

履
歴
書
、資
格
書（
コ

ピ
ー
可
）、
印
鑑
を
持
っ
て
こ

ど
も
室

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
室

図
書
館

ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者

対 　

象　

市
内
在
住
で
、
図
書
館

司
書
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
20

〜
50
歳
の
人

登
録
期
間　

登
録
日
か
ら
１
年

勤 
務
時
間　

主
に
土
・
日
曜
日
の

み
か
、
週
５
日
な
ど
（
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
30
分
）

勤
務
場
所　

市
内
の
図
書
館（
室
）

申 

し
込
み　

履
歴
書
、
資
格
証

明
書
（
コ
ピ
ー
可
）
を
持
参

ま
た
は
郵
送
（
〒
５
７
６

－
０
０
５
１　

倉
治
６

－

９

－
20
）で
倉
治
図
書
館

問
い
合
わ
せ　

倉
治
図
書
館



19.06.01 (22)

子
育
て

子育て
　 子育てふれあい広場
　 乳幼児の健診と相談

健　康
　 保健所だより（7月分）
　 高齢者体力測定相談会
　 65歳からのいきいき健康講座
　 7 月の予防接種

  8 月の集団健診

乳
幼
児
の
健
診
と
相
談

　

子
ど
も
の
発
育
・
発
達
状
態

を
確
認
し
、
心
身
と
も
健
や
か
に

成
長
さ
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま

す
。

■
４
か
月
児
健
診

と 　

き　

７
月
３
日（
火
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

対 　

象　

19
年
２
月
11
日
〜
３
月

10
日
生
ま
れ
の
乳
児

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

と 　

き　

６
月
19
日（
火
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

対 　

象　

17
年
11
月
生
ま
れ
の
幼

児
■
３
歳
６
か
月
児
健
診

と 　

き　

６
月
13
日（
水
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

対 　

象　

15
年
11
月
生
ま
れ
の
幼

児

■
育
児
相
談

　

身
体
測
定
、育
児
、歯
、栄
養
の

相
談
や
遊
び
の
紹
介
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と
き
・
対
象

① 

６
月
12
日
（
火
）
午
前
９
時
30

分
〜
10
時
30
分
＝
０
歳
児

② 

６
月
27
日
（
水
）
午
前
９
時
30

分
〜
10
時
30
分
＝
１
歳
児
以
上

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

保
健
所
だ
よ
り

（
７
月
分
）

■ 

一
般
健
康
相
談
・
循
環
器
検
診

（
予
約
制
、有
料
）

と 　

き　

毎
月
第
１
・
２
・
４
火
曜

日
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

■
肝
炎
検
査（
予
約
制
、有
料
）

と 　

き　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

■ 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア

検
査（
一
部
有
料
）

と 　

き　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

■
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録（
予
約
制
）

と 　

き　

毎
月
第
１
・
２
・
４
火
曜

日
午
前
10
時
30
分
〜

■ 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■
結
核
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■ 

特
定
疾
患（
難
病
）相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■ 

犬
の
引
き
取
り

と 　

き　

毎
週
火
・
木
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５

時
30
分

※ 

要
印
鑑
、
大
型
犬
は
要
相

談
、１
匹
１
４
０
０
円

■
飲
料
水（
井
戸
水
）の
検
査

と 　

き　

毎
週
月
〜
水
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午

■
検　

便

と
き
・
内
容

①
毎
週
月
〜
水
曜
日
＝
腸
内
細
菌

②
毎
週
月
〜
木
曜
日
＝
寄
生
虫
卵

時　

間　

午
前
９
時
〜
正
午

■ 

室
内
空
気
検
査
（
ホ
ル
ム
ア
ル

デ
ヒ
ド
な
ど
）（
予
約
制
）

と 　

き　

毎
日
午
前
９
時
〜
正

午
、午
後
１
時
〜
５
時
30
分

■
医
療
相
談

と 　

き　

毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時

問 

い
合
わ
せ　

四
條
畷
保
健
所

（
℡
８
７
８
・
１
０
２
１
）

※
祝
日
は
除
き
ま
す
。

健　
康

子
育
て
ふ
れ
あ
い
広
場

と
き
・
対
象

▽  

Ａ
コ
ー
ス
（
幼
児
対
象
）
＝
７

月
４
日（
水
）・
８
月
７
日（
火
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▽  

Ｂ
コ
ー
ス
（
乳
児
対
象
）
＝
７

月
４
日（
水
）・
８
月
24
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

内　

容

▽ 

１
回
目
＝
「
育
児
ス
ト
レ
ス
を

吹
き
飛
ば
す
」

▽ 

２
回
目
＝
「
親
を
ま
な
ぶ　

親

を
伝
え
る
」

※ 

10
月
に
、両
コ
ー
ス
共
通
の「
自

然
の
中
で
の
子
育
て
」
を
開
催

予
定
で
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

体
験
学
習
室 

対 　

象　

２
回
と
も
受
講
で
き
る

人
定　

員　

各
コ
ー
ス
20
組

※ 

託
児
が
あ
り
ま
す
（
無
料
、
定

員
各
コ
ー
ス
20
人
、
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
か
、
ｅ

メ
ー
ル
に
「
子
育
て
ふ
れ
あ
い

広
場
」
と
記
入
の
う
え
①
希
望

コ
ー
ス
名
②
氏
名（
ふ
り
が
な
）

③
住
所
④
電
話
番
号
〈
託
児
希

望
の
場
合
は
、子
ど
も
の
氏
名
・

生
年
月
日
〉
を
記
入
し
、
６
月

14
日（
木
）〈
必
着
〉ま
で
に
、
〒

５
７
６

－

８
５
０
１　

こ
ど

も
室
（e-m

ail:kosodate@
city.katano.osaka.jp

）

※  

抽
選
結
果
は
６
月
22
日
（
金
）

ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
室
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8月の集団健診（ゆうゆうセンター実施）　　　　　　　　　　　　　　　　
と　き 健（検）診名 対　　象 定員 結果報告 健（検）診内容

1 日（水） 総合健診D 40歳以上の人
※ 総合健診Dは、8月27日㈪・
28日㈫・29日㈬のいずれかの
結果説明会に参加できる人。

60 人 説明会 ▽基本健康診査（必須）＋生活機能評価（65歳以上）

▽がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）

▽女性がん検診（乳がん・子宮がん）
※女性のみ。1日は除きます。

▽ B・C型肝炎ウイルス検査

▽骨粗しょう症検診

8日（水） 総合健診A 70人
郵　送

22日（水） 総合健診 E 40歳以上の女性 70人

1・8・22日
結核検診 65歳以上の人 20人

郵　送

胸部レントゲン
骨粗しょう症検診 18歳以上の人 20人 骨密度検査

8・22日

子宮がん検診 20歳以上の女性 20人 子宮頸部細胞診

乳がん検診 40 歳以上で、奇数年生
まれ（元号）の女性 15人 視触診＋マンモグラフィー

39歳以下の基本健診 16歳～ 39歳の人 20人 基本健康診査（ゆうゆうセンターのみ実施）

健（検）診の対象と料金（70歳以上の人は無料、生活保護・市民税非課税世帯は事前申込で確認の上、無料）
健（検）診名 対　象 料　金 健（検）診名 対　　象 料　金

基本健康診査 16歳以上の人 1,000 円

B・C型肝炎
ウイルス検査

①  19 年 4 月 ～ 20 年 3 月 に 40、45、50、55、
60、65、70歳になる人

②過去に肝機能異常を指摘された人
③ 手術や出産時などに多量に出血し、定期的に肝機
能検査を受けたことのない人
※ 肝機能のことで治療中の人、肝炎ウイルス検査を
すでに受けた人は除きます。

1,000 円
　生活機能評価 65歳以上の人 無　料

胃がん検診 40歳以上の人 個別　 1,500 円
集団　　 600 円

大腸がん検診 40歳以上の人 600円
肺がん検診 40歳以上の人 600円 前立腺がん検診 50歳以上の男性 1,000 円
喀痰検査 40歳以上の人 600円 子宮がん検診

（子宮頸部細胞診）
20 歳以上の女性（医師が指示した場合の
み、子宮体部細胞診〈別途 600円〉） 600円

骨粗しょう症検診 18歳以上の人 1,000 円
結核検診 65歳以上の人 無　料 乳がん検診 40歳以上で、奇数年生まれ（元号）の女性 2,000 円
申し込み・問い合わせ　6月 21日（木）午前 9時から健康増進課

※ 

生
後
６
か
月
を
過
ぎ
る
と
有
料

で
の
任
意
接
種
に
な
り
ま
す
。

医
師
の
指
示
で
6
か
月
ま
で
に

接
種
で
き
な
い
人
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

ひ
き
つ
け
（
け
い
れ
ん
）
を
起

こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人
や
、
疾

患
な
ど
で
定
期
的
に
医
師
の
診

察
を
受
け
て
い
る
人
は
、
主
治

医
と
相
談
の
う
え
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※ 

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
服
用
し
て
い

る
人
、ス
テ
ロ
イ
ド
剤
軟
こ
う
を

塗
っ
て
い
る
人
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
「
わ
が
家
の
健
康
管

理
」
と
、「
予
防
接
種
手
帳
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
本
脳
炎
に
つ
い
て

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
現

在
も
積
極
的
な
勧
奨
は
見
合
わ

せ
て
い
ま
す
が
、
流
行
地
域
へ
渡

航
す
る
人
や
畜
産
業
な
ど
蚊
に
さ

さ
れ
や
す
い
環
境
に
あ
る
人
た
ち

に
、
保
護
者
が
特
に
希
望
す
る
場

合
は
、
保
護
者
の
同
意
を
得
た
上

で
、
定
期
接
種
と
し
て
接
種
可
能

で
す
。
詳
し
く
は
、
健
康
増
進
課

ま
た
は
か
か
り
つ
け
医
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

７
月
の
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と 　

き　

７
月
５
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２
階

費　

用　

無
料

対 　

象　

生
後
３
〜
６
か
月
未
満

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
）

65
歳
か
ら
の

い
き
い
き
健
康
講
座

と
き
・
内
容　

▽
６
月
15
日（
金
）

① 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
25
分
＝

「
65
歳
か
ら
の
す
こ
や
か
食
生

活
」

② 

午
後
２
時
35
分
〜
３
時
30
分
＝

「
毎
日
い
き
い
き
！
運
動
習
慣
」

高
齢
者
体
力

測
定
相
談
会

と　

き　

７
月
２
日（
月
）

①
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

②
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

※ 

①
②
の
ど
ち
ら
か
を
指
定
し
て

く
だ
さ
い
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

階　

作
業
療
法
室

対 　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

定　

員　

各
15
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

４
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

▽
６
月
22
日（
金
）

① 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
25
分
＝

「
お
口
の
手
入
れ
で
元
気
歯
つ

ら
つ
」

② 

午
後
２
時
35
分
〜
３
時
30
分
＝

「
こ
こ
ろ
の
健
康
〜
も
の
忘
れ
・

う
つ
病
を
防
ご
う
〜
」

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

対 　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

定　

員　

各
回
１
０
０
人

※ 
両
日
と
も
の
参
加
が
望
ま
し
い

で
す
が
、
ど
ち
ら
か
1
日
の
み

の
参
加
も
で
き
ま
す
。

※ 

実
技
を
行
い
ま
す
。動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

費　

用　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

４
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

※説明会と郵送では、結果報告書の様式が異なります。
※各がん検診は、治療中の人はご遠慮ください。
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街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

青
少
年
指
導
員
会
の
青
パ
ト
活
動

青
パ
ト
が
街
の
目
に
な
り
ま
す

Vol.35

　

子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
の
ニ
ュ
ー
ス
が
絶

え
な
い
中
、
青
少
年
指
導
員
や
教
育
委
員
会

職
員
ら
が
、
昨
年
11
月
に
青
パ
ト
活
動
（
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
よ
る
巡
回
）
を

始
め
て
か
ら
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
子
ど
も
や
地
域
の
目
に
な
ろ
う

と
活
動
を
続
け
る
青
パ
ト
に
同
乗
し
、
青
少

年
指
導
員
の
宮
本
仁
志
さ
ん
と
岸
信
夫
さ
ん

に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ 　

青
パ
ト
は
、ど
う
い
っ

た
活
動
を
し
て
い
る
の

で
す
か
。

Ａ 　

毎
回
、
２
人
１
組
と

な
っ
て
、
小
学
校
の
下

校
時
間
に
合
わ
せ
て
、週

に
２
〜
３
回
、見
回
り
活

動
を
し
て
い
ま
す
。市
内

を
１
中
、２
中
エ
リ
ア
と

３
中
、４
中
エ
リ
ア
の
２

つ
に
分
け
て
、
学
校
の
校
門
周
辺
か
ら
子

ど
も
が
１
人
に
な
り
や
す
い
細
い
路
地
な

ど
を
重
点
的
に
市
内
全
域
を
回
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ 　

ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
パ
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ 　

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
隣
の
路
地
で

何
か
あ
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
、
子
ど
も

の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う

に
窓
を
開
け
た
り
、
１

人
で
帰
っ
て
い
る
子
ど

も
に
は
声
を
か
け
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
が
、
通

学
路
は
狭
い
道
が
多
い

の
で
、
子
ど
も
の
飛
び

出
し
に
は
気
を
つ
け
て

い
ま
す
。

Ｑ 　

活
動
中
に
気
づ
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 　

道
路
で
遊
ん
で
い
る
子

ど
も
た
ち
を
見
か
け
た
の

で
、
遊
び
場
が
少
な
い
の

か
な
と
思
い
ま
し
た
。他

に
も
、母
親
ら
の
パ
ト
ロ
ー

ル
グ
ル
ー
プ
を
た
く
さ
ん

見
た
の
で
、
地
域
で
の
活

動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

Ｑ 　

青
パ
ト
を
や
っ
て
い
て

良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

Ａ 　

子
ど
も
た
ち
が
青
パ
ト
に
気
づ
き
、
笑

顔
で
手
を
振
っ
て
く
れ
る
と
、
う
れ
し
い

し
安
心
し
ま
す
ね
。

Ｑ 　

最
後
に
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ 　

音
楽
を
流
し
な
が

ら
パ
ト
ロ
ー
ル
す
れ

ば
、
青
パ
ト
が
き
た

こ
と
を
広
い
範
囲
に

知
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
ぜ
ひ
実

現
し
た
い
で
す
。テ
ー

マ
ソ
ン
グ
で
も
作
れ

ば
子
ど
も
た
ち
や
市

民
の
み
な
さ
ん
に
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら

え
ま
す
し
ね
。
今
後

も
地
道
に
活
動
を
続
け
て
、
青
パ
ト
の
存

在
を
知
っ
て
も
ら
い
、
犯
罪
の
抑
止
に
つ

な
が
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課
（
℡  
８
９ 

２
・
７
７
２
１
）

車内から子どもの安全に目を配る

青パトに笑顔で手を振る子どもたち

パトロール中の宮本仁志さん
（写真手前）と岸信夫さん　　

子どもの安全対策に寄贈

　新小学1年生に配布している防犯
ブザーの一部を交野ロータリークラ
ブ（小林杲会長）から、また、青パト
2台に取り付ける拡声装置を㈱ノボ
ル電機製作所（猪奥年紀社長）から、
それぞれ寄贈を受けました。
　防犯ブザーは、子ども登下校の
安全を守るために、拡声装置は、
音声による効果的なパトロールを
行うために活用されます。
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市
民
Ｑ
＆
Ａ　

　
　
　
　
　
　

は
〜
い
！
こ
ち
ら
は
広
報
で
す

、

　　　　　　　　　　

Ｑ 　

引
っ
越
し
の
た
め
、
大
量
の
粗
大

ご
み
が
で
ま
し
た
。普
通
に
粗
大
ご

み
を
月
４
点
ず
つ
捨
て
る
と
全
部
捨

て
る
ま
で
何
か
月
も
か
か
る
の
で
、

ま
と
め
て
収
集
し
て
も
ら
う
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

Ｉ
さ
ん

Ａ 　

大
量
の
引
っ
越
し
ご
み
の
収
集

は
、
有
料
の
個
別
収
集
で
一
括
収
集

が
可
能
で
す
。
環
境
事
業
所
で
は
、

次
の
と
お
り
個
別
収
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。

収 

集
日　

月
・
火
・
木
曜
日
午
後
３
時

ご
ろ

※ 

普
通
ご
み
収
集
後
に
収
集
に
向
か
う

た
め
、時
間
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

収 

集
対
象
物　

可
燃
粗
大
ご
み
、
不
燃

粗
大
ご
み
、資
源
ご
み
、蛍
光
管

※ 

普
通
ご
み
、
液
状
の
も
の
、
危
険
物

な
ど
の
収
集
は
で
き
ま
せ
ん
。市
で

処
理
困
難
物
に
指
定
し
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
処
理
業
者
を
紹
介
し

ま
す
。

手 

数
料　

ポ
リ
袋
（
45
㍑
）
45
袋
分
く

ら
い
の
量
で
４
０
０
０
円
（
以
後
、

量
に
よ
り
４
０
０
０
円
ず
つ
上
が
り

ま
す
）

※ 

目
安
と
し
て
、
一
般
的
な
引
っ
越

し
ご
み
の
量
で
８
０
０
０
円
〜

１
万
６
０
０
０
円
、
多
い
人
で
４
万

円
く
ら
い
か
か
っ
て
い
ま
す
。

申 

し
込
み　

申
し
込
み
用
紙
に
収
集
希

望
す
る
ご
み
を
全
て
記
入
し
、
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
30
分
に
環
境
事
業

所
へ
直
接
申
し
込
み

注
意
点

▽ 

申
込
用
紙
に
記
入
し
て
い
な
い
ご
み

は
、
原
則
収
集
し
ま
せ
ん
の
で
、
も

れ
の
な
い
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

▽ 

収
集
日
は
立
会
い
を
し
て
く
だ
さ
い

（
代
理
人
可
）。

▽ 

違
反
ご
み
や
処
理
困
難
物
が
残
っ
た

場
合
は
、
立
会
人
が
責
任
を
も
っ
て

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

収
集
日
当
日
、
ご
み
は
家
の
前
（
ま

た
は
指
定
置
き
場
）
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▽ 

収
集
は
、
可
燃
粗
大
ご
み
と
不
燃
粗

大
ご
み
に
分
け
て
収
集
す
る
の
で
、

分
別
を
し
て
く
だ
さ
い（
資
源
ご
み
・

蛍
光
管
も
分
け
る
）。

環
境
事
業
所（
℡  
８
９
２
・
２
４
７
１
）

児　童　書 　今回は、「のりもの」の絵本を紹
介します。外の世界の様々なもの
に好奇心を抱き始めた赤ちゃんに
とって、動くものはとても興味深い
もの。しかも、それが身近にある「の
りもの」なら、なおのことおもしろ
く感じることでしょう。

「がたんごとんがたんごとん」
（福音館書店）

　まっ黒な汽車
が「がたん　ご
とん　がたん　
ごとん」と走っ
てきます。そこ
へ、ほ乳びんが
「のせてくださー
い」と声をかけます。それからコッ
プとスプーンが、続いてリンゴとバ
ナナが、最後にねことねずみが「の
せてくださーい」。みんなにぎやか
に乗り込んで、やがて終点に到着。
汽車から降りたみんなは女の子と
一緒にテーブルを囲みます。
　「がたん　ごとん　がたん　ごと
ん」という繰り返しの言葉のリズム
が耳に心地よい絵本です。言葉に
合わせてひざの上で揺らしてあげ
れば、赤ちゃんも乗客気分！

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書

宇宙くん、はしる
　正道かほる　草炎社
しおだまりの一日
　松久保晃作　小峰書店
ヘビくんどうなったとおもう？
　みやにしたつや　ポプラ社
ぼくらの妖怪封じ
　香西美保　岩崎書店
せかいでいちばんママがすき
　あいはらひろゆき　教育画劇
くだものなんだ
　きうちかつ　福音館書店
帰ってきた船乗り人形
　ルーマー・ゴッデン　徳間書店
うたって、ペネロペ
　アン・グットマン　岩崎書店

魚を一尾、さばけたら⁉
　濱田美里　河出書房新社
あんこのおやつカレンダー
　坂田阿希子　淡交社 
人間自身
　池田晶子　新潮社
小さな袋たちと布小もの
　雄鶏社
相棒に手を出すな
　逢坂剛　新潮社
幕末維新の暗号
　加治将一　祥伝社
ノーフォールト
　岡井崇　早川書房
株・儲かる人の勝ちパターン
　仁科剛平　三笠書房　

お知らせ

　ここで紹介する本は、図書館（室）に新しく入った本の一部です。
この他にも多数あります。読みたい本が見つからないときは、係
員にお尋ねください。本の予約、リクエストも受け付けています。
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高齢者体力測定相談会に参加してください
　5月7日（月）、高齢者体力測定相談会がゆうゆうセンタ
ーで開かれ、65歳以上の市民16人が参加しました。
　握力やバランスなどの体力と心理的な老化を調べた
結果をもとに、改善方法の助言を受けました。参加者ら
は、3か月後の再測定に向けて改善方法を実行します。
　相談会の担当者は、「今年度は毎月1回、同じ相談会が
開かれるので、積極的な参加をお待ちしています」と語
っていました。

AA L BB U M
あ る ば む

ふれあいウオークで汗を流す
　4月29日（祝）、交野の野山を歩くイベント「交野自然ふ
れあいウオーク」が開かれ、市民ら約700人が参加しまし
た。
　準備体操で体をほぐした後、初心者6㌔、一般12㌔、健
脚20㌔の3組に分かれ、元気よくスタート。汗ばむ陽気
のもと、健康的なウオーキングを楽しみました。
　主催した同ウオーク実行委員長は「たくさんのスタッ
フやボランティア、協賛していただいたみなさんにお礼
を申し上げます」とのことでした。

叶内さんと♪鳥くんが野鳥の魅力を語る
　4月27日（金）、野鳥観察の魅力と撮影のコツを伝
える講座「野鳥識別講座とデジスコ説明会」が、ゆう
ゆうセンターで開かれました。
　講師は、野鳥写真の第一人者と評される叶内拓哉
さんと、野鳥の魅力をテレビ、講演会などで伝える
「♪鳥くん」こと永井真人さん。会場には、主催者の
予想をはるかに超える136人もの参加者が集まりま
した。叶内さんは、初心者に向けた撮影場所などの説
明、永井さんは、国内外の鮮やかな色の鳥の写真を
撮った状況やエピソードを披露しました。

　少年少女の熱演に会場もひとつに
　4月15日(日）、星の里いわふね体育室で、市青少
年音楽団体第31回定期演奏会が開かれました。
　チアリーディングクラブ「PIXIES（ピクシーズ）」、
ジュニア吹奏楽団、少年少女合唱団の3団体が、1
年間の集大成となるステージで、華麗な演技や合奏、
歌を繰り広げました。フィナーレには3団体がひと
つになって「YMCA」を披露。会場を訪れた約400人
の観客からも、熱演に思わず手拍子が入りました。
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AA L BB U M

シュロから松が生え育つ
　4月初めに、星田山手5丁目の斜面に植えられているシ
ュロの木から、松が生え育っているのが見つかりました。
　シュロの向かいに住む人が、別の木をせん定している
ときに偶然発見。発見時、松は下を向いていたので、近所
の喜多嶋豊次さん（星田山手3）が、支柱で支え、看板も立
てました。どこからか飛んできた松の種が、シュロの樹
皮を寝床にしてから、7～8年は経過しているのでは、
と喜多嶋さん。地域でも「大事に育てていきたい」「今後が
楽しみだ」と注目されています。

　
　

街
で
見
か
け
た

　

ち
ょ
っ
と
良
い
話

　

３
月
21
日（
祝
）、
デ
ィ
フ
ァ
有
明（
東

京
）で
行
わ
れ
た
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
の
タ

イ
ト
ル
マ
ッ
チ（
Ｊ

－Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
ウ

エ
ル
タ
ー
級
）で
、Ｓ
Ｆ
Ｋ
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ

ン
グ
ジ
ム
に
所
属
す
る
北
山
高
与
志
さ
ん

（
28
歳
、
妙
見
東
出
身
）が
念
願
の
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
ベ
ル
ト
を
奪
取
し
ま
し
た
。

　

北
山
さ
ん
は
高
校
１
年
生
の
と
き
、ク

ラ
ブ
活
動
の
感
覚
で
始
め
た
キ
ッ
ク
ボ
ク

シ
ン
グ
に
の
め
り
込
み
、
大
学
進
学
と
同

時
に
本
格
的
な
練
習
を
開
始
。卒
業
前
に

は
ア
マ
チ
ュ
ア
の
主
な
４
大
会
の
う
ち
３

大
会
を
制
覇
し
、キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
界
で

は
知
ら
れ
た
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
プ
ロ
の
厳
し
さ
を
目
に
し
て

い
た
北
山
さ
ん
は
、大
学
卒
業
後
、一
般
企

業
に
就
職
し
ま
す
が
、キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ

ほ
ど
の
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
ず
、
会
社

を
転
々
と
す
る
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
に
現
在
の
ジ
ム
代
表
と
新
し

い
ジ
ム
を
立
ち
上
げ
、コ
ー
チ
と
し
て
キ

ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
を
再
開
。25
歳
の
誕
生

日
に
、初
め
て
上
が
っ
た
プ
ロ
の
リ
ン
グ
で

は
、
屈
辱
の
１
ラ
ウ
ン
ド
Ｋ
Ｏ
負
け
を
喫

し
ま
し
た
。そ
の
後
、悔
し
さ
を
バ
ネ
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
、今
年
、ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
勝
ち
上
が
り
、
東
高
西
低
の
キ
ッ
ク

ボ
ク
シ
ン
グ
界
の
中
、
関
西
初
の
同
級
王

者
と
な
り
ま
し
た
。

　

昼
は
会
社
で
働
き
、
夜
は
コ
ー
チ
と
い

う
生
活
を
続
け
る
北
山
さ
ん
は
、「
実
は
、

就
職
活
動
中
に
交
野
市
役
所
を
受
験
し
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。面
接
で
、君
は
何
が

や
り
た
い
ん
だ
と
言
わ
れ
、
思
わ
ず
頭
に

キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
が
浮
か
び
ま
し
た
。こ

れ
が
人
生
の
転
機
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。こ
れ
か
ら
は
自
分
が
選
ん
だ
道
を
信

じ
、Ｋ

－１
の
リ
ン
グ
を
目
指
し
て
防
衛
を

続
け
て
、
記
憶
に
残
る
選
手
に
な
り
た
い

で
す
」と
、熱
く
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

生活習慣改善でメタボリック予防
　4月13日（金）、ゆうゆうセンターでメタボリックシン
ドローム（内臓脂肪型肥満）予防教室が開かれ、参加した
市民11人が講義とストレッチ体操の指導を受けました。
　この教室は、日々の生活習慣を改善することで内臓脂
肪を減らし、心筋こうそく、狭心症、脳こうそくなどを予
防しようというものです。参加者は、講師から喫煙や多量
な飲酒は避け、薄味でバランスの取れた食事と適切な運
動が欠かせないと指摘を受けていました。

ベルト片手に語る北山さん（右はタイトルマッチ時）
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私市の石仏さん①

　

し
と
し
と
、
じ
め
じ
め
、
と
憂

う
つ
な
イ
メ
ー
ジ
の
梅
雨
の
季
節

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
と
き
こ
そ
、
一
歩
外
へ

踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。土
の

匂
い
や
植
物
の
息
づ
か
い
を
感
じ

る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
分
転
換

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
私
市
駅
か
ら
天
田
神

社
ま
で
の
道
中
の
石
仏
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。

弘
安
地
蔵
さ
ん

　

私
市
駅
か
ら
歩
い
て
５
分
、「
私

市
共
同
墓
地
」
に
弘
安
地
蔵
さ
ん

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
地
蔵
さ
ん
は
、
府
内
で

最
古
の
銘「
弘
安
４
年（
１
２
８
１

年
）」
を
持
つ
お
地
蔵
さ
ん
で
、
府

指
定
文
化
財
・
重
要
美
術
品
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

弘
安
地
蔵
さ
ん
は
、
右
手
に
錫
し
ゃ
く

杖じ
ょ
うを
持
た
な
い
古
い
形
式
の
も
の

で
、
頭
上
と
そ
の
左
右
に
は
地
蔵

菩
薩
を
示
す
梵
字
「
カ
」
が
彫
ら

れ
て
い
ま
す
。像
の
右
側
に
は「
石

作
三
郎
」
と
石
工
の
銘
が
確
認
で

き
ま
す
。

　

別
名「
杖
あ
ず
け
の
地
蔵
さ
ん
」

と
も
呼
ば
れ
、
安
置
さ
れ
て
い
る

地
蔵
堂
の
中
に
は
、
帽
子
や
杖
な

ど
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

人
が
亡
く
な
る
と
、
生
前
、
身

に
つ
け
て
い
た
も
の
を
地
蔵
堂
に

預
け
る
こ
と
で
、
早
く
極
楽
に
導

　

石
垣
や
板
塀
の
静
か
な
村
の

中
を
灯
ろ
う
や
二
月
堂
と
あ
い
さ

つ
を
か
わ
し
な
が
ら
坂
道
を
下
る

と
、
パ
ッ
と
視
界
が
広
が
り
昔
懐

か
し
い
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。こ
こ
は
古
代
の
甘
田
の
名

残
な
の
で
す
。

西
念
寺
の
仏
た
ち

　

交
野
の
子
ど
も
の
手
ま
り
歌

に
、「
さ
い
た
か
さ
い
た
か
西
念
寺

　

う
い
た
か
う
い
た
か
雲
林
寺　

松
の
た
か
ら
は
松
宝
寺
」
と
歌
わ

れ
て
い
る
西
念
寺
は
、
天
田
神
社

鳥
居
前
か
ら
続
く
天
野
川
条
里
制

の
一
条
通
よ
り
北
の
小
川
沿
い
に

建
っ
て
い
ま
す
。

　

門
を
入
っ
た
南
側
に
墾ご
ん
で
ん田
地
蔵

さ
ん
が
、
７
体
の
阿
弥
陀
さ
ん
と

一
緒
に
東
を
向
い
て
立
っ
て
い

ま
す
。住
職
の
話
で
は
、
も
と
も

と
こ
の
石
仏
は
、
寺
の
北
側
の
小

久
保
川
を
越
し
た
北
の
墾
田
筋
に

立
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
西
念
寺
に

行
き
た
い
行
き
た
い
と
夢
告
げ
さ

れ
た
の
で
、
こ
こ
に
お
い
で
い
た

だ
い
た
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ゆ
っ
く
り
と
お
地
蔵
さ
ん
の
前

で
拝
ん
で
い
る
と
、
い
つ
の
間
に

か
悩
み
も
消
え
て
晴
れ
晴
れ
と
し

た
気
分
に
な
る
よ
う
で
す
。

い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
か

ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。庶
民
の
願

い
を
聞
い
て
く
だ
さ
る
あ
り
が
た

い
仏
さ
ま
と
し
て
、
今
も
大
切
に

ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

廃
蓮
華
寺
の
石
仏
群

　

磐
船
街
道
か
ら
、
東
に
曲
が
っ

た
若
宮
神
社
東
側
の
路
地
沿
い

に
、阿
弥
陀
さ
ん
、地
蔵
さ
ん
、宝ほ
う

筐き
ょ
う
い
ん
と
う

印
塔
、
五
輪
塔
な
ど
13
体
が
東

向
き
に
整
然
と
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。私
市
の
蓮
華
寺
や
村
の
辻
に

あ
っ
た
も
の
が
集
め
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
、
阿
弥
陀
さ
ん
が
７
体

と
多
く
、
西
方
浄
土
を
夢
見
た
庶

民
の
願
い
が
感
じ
ら
れ
る
石
仏
群

で
す
。赤
と
白
の
前
垂
れ
に
「
奉

納
」
と
大
き
く
書
か
れ
、
大
切
に

ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

弘安地蔵さん

廃蓮華寺の石仏群
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私
市
４
丁
目
の

お
地
蔵
さ
ん

　

西
念
寺
か
ら
北
へ
１
０
０
㍍
、

き
れ
い
な
ほ
こ
ら
の
中
に
２
対
の

阿
弥
陀
さ
ん
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま

す
。昔
、
道
路
沿
い
の
小
川
の
改

修
工
事
の
時
に
出
土
し
た
仏
さ
ん

だ
そ
う
で
、
い
つ
も
真
新
し
い
花

が
供
え
ら
れ
て
い
る
手
入
れ
が
行

き
届
い
た
石
仏
さ
ん
で
す
。

廃
千
手
寺
の
二
尊
仏

　

愛
宕
山
の
伏
拝
の
石
碑
が
立

つ
廃
千
手
寺
の
境
内
に
二
尊
仏

が
ひ
っ
そ
り
と
ま
つ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

鎌
倉
時
代
、
亀
山
上
皇
が
獅
子

窟
寺
の
薬
師
如
来
に
病
気
の
回
復

を
祈
願
し
、
回
復
を
喜
ん
だ
上
皇

が
、滞
在
し
た
場
所
に
観
音
寺（
現

在
の
廃
千
手
寺
）
や
、
こ
の
寺
を

管
理
す
る
た
め
の
田
を
寄
進
し
ま

し
た
。現
在
、
こ
の
地
域
に
あ
る

「
院い

で田
」
と
い
う
地
名
は
、
こ
の
名

残
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

廃
蓮
華
寺
や
廃
千
手
寺
の
仏
像

は
、境
内
の
収
蔵
庫
に
安
置
さ
れ
、

そ
の
う
ち
、
聖
し
ょ
う
か
ん
の
ん
り
ゅ
う
ぞ
う

観
音
立
像
と
如に
ょ
い意

輪り
ん
か
ん
の
ん
ざ
ぞ
う

観
音
坐
像
は
市
指
定
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ
、
春
と
秋
に
一
般
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

佃
つ
く
だ
す
じ
筋
の
石
仏
さ
ん

　

廃
千
手
寺
か
ら
佃
筋
を
東
へ
、

小
久
保
川
か
ら
分
流
し
て
い
る
幅

70
㌢
の
用
水
路
の
上
の
田
ん
ぼ
の

あ
ぜ
道
に
、
佃
筋
の
仏
さ
ん
が
ま

つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

思
わ
ず
ひ
ざ
を
つ
い
て
手
を
合

わ
せ
た
く
な
る
よ
う
な
小
さ
な
阿

弥
陀
さ
ん
は
、
田
ん
ぼ
の
水
を
守

り
、
村
人
の
悩
み
を
静
か
に
聞
い

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

千
手
寺
に
寄
進
さ
れ
た
田
の
管

理
者
の
直
営
田
を
「
佃
」
と
い
い

ま
す
。佃
は
こ
の
一
帯
に
あ
っ
た

の
で
、「
佃
通
り
」
と
い
う
地
名
が

つ
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
東
へ
進
む
と
、
天
田

神
社
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。

　

私
市
の
石
仏
の
紹
介
は
、
い
か

が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
で
紹
介
し
た
以
外
に
も
た

く
さ
ん
の
石
仏
が
あ
り
ま
す
。思

い
立
っ
た
ら
散
策
が
て
ら
、
地
元

の
石
仏
さ
ん
を
探
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員

村
田
義
朗

墾田地蔵さんと阿弥陀さん（西念寺）

私市 4丁目の阿弥陀さん

廃
千
手
寺
の
二
尊
仏

佃
筋
の
石
仏
さ
ん

私
市
石
仏
め
ぐ
り
マ
ッ
プ



19.06.01 (30)

法律相談（弁護士）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人（予
約制）
　 法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合はその
翌日）の9時30分から電話で市長公室（℡ 892・0121）
土地建物相談（不動産鑑定士）
　5日（火）13時30分～16時30分、市役所別館
税相談（税理士）
　20日（水）13時～16時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　 9日（土）倉治図書館、15日（金）市役所別館、いずれも　
13時30分～16時
年金なんでも相談（社会保険労務士）
　 26日（火）13時～16時、倉治図書館
行政書士市民無料相談（行政書士）
　27日（水）13時～15時、市役所別館
※問い合わせ　市長公室広聴広報担当（℡ 892・0121）

心身障がい者福祉相談（身体・知的障害者相談員）
　 （身体）第1・3水曜日（知的）第1水曜日・第3金曜日、
いずれも13～16時、ゆうゆうセンター

障がい者（身体・知的・精神）でんわ相談（社会福祉士、精神保健福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～ 17時30分
知的障害児（者）相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　 毎週火・木曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
※ 問い合わせ　障がい福祉課（℡ 893・6400　℻ 891・6241）
高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士）
　 毎日9時～17時30分、ゆうゆうセンター内地域包括
支援センター（℡ 893・6423）
※ 問い合わせ　社会福祉協議会（℡ 893・6400）
健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　1日（金）と15日（金）13時30分～15時、青年の家
　12日（火）10時～11時30分、ゆうゆうセンター
でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　 毎日9時～正午と13時～17時（℡ 893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡ 893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日9時～正午と13時～16時30分、ゆうゆう
センター　事前に連絡してください。
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）

消費者相談（消費生活専門相談員）
　 毎日9時30分～正午と13時～16時、市役所本館2階
（℡891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月曜日13時～16時と水曜・金曜日10時～
正午と13時～16時、市役所本館2階（℡ 892・0121）

※問い合わせ　商工観光課（℡892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　 毎週水曜日14時～16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第3木曜日13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡892・0121）

女性相談（女性相談員）
　14日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター2階、定
　員3人（予約制）、予約は電話で市長公室（℡ 892・0121）
人権相談（人権擁護委員）
　1日（金）と21日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター2階
人権相談（人権相談員）
　 毎日10時～正午と13時～16時、市役所本館２階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡ 892・0121）

教育相談（教育相談員）
　 毎日10時～16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡ 892・8203）
進路選択支援相談
　毎日16時～17時30分、市長公室人権政策担当
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡892・0121）
こども相談（家庭児童相談員）
　 毎日10時～17時30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）
子育て支援センター「いちばんぼし　くらぶ」（保育士）
　 来所＝毎週火・水・木曜日13時～16時、電話＝毎日9時～
17時、子育て支援センター（星田3－10－8　星田保育園内）
※問い合わせ　子育て支援センター（℡891・1793）

資源ごみ　月 1回
　ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分
　までに各ステーションへ出してください。
空缶・空ビン・
ナベ・乾電池など 　 収 集 地 区 　

新聞紙・雑誌・
段ボールなど

6月   6 日
（第1水曜日）

私部・私部南・私部西・青山・
向井田・私市・私市山手

6 月 13 日
（第 2水曜）

6 月  13 日
（第 2水曜）

星田・星田北・星田西・南星台・
妙見坂・妙見東・星田山手

6 月 20 日
（第 3水曜）

6 月  20 日
（第 3水曜）

幾野・倉治・東倉治・神宮寺・寺・
寺南野・森北・森南・傍示

6 月 27 日
（第 4水曜）

6 月  27 日
（第 4水曜）

郡津・梅が枝・天野が原町・
藤が尾・松塚

6 月  6 日
（第1水曜日）

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）週 2回
　ごみは決められた日の午前 8時 45 分までに各
　普通ごみステーションへ出してください。

曜日 　 収 集 地 区 　

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森北・森南（私
市の一部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向
井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・
私部西・駅前住宅（私部長砂町を含む）

火
・
金

私部・私部南・南星台・星田山手・星田・妙見坂・
星田北・星田西・藤が尾・私市・私市山手・妙
見東

可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗
大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。受付期間は各収集日の 1ヶ月前～ 1週間前です。（詳しくは「家庭
ごみの出し方マニュアル」をご参照ください。）
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６月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

育児相談（副園長・主任保育士）
　毎週火・水・木曜日13時～15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡ 891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡ 892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡ 892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡ 892・8433）
　いずれも13時～15時
※問い合わせ　各幼児園

6月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業所（℡892・2471）

粗大ごみ予約受付センター（℡891・5
ご

3
み
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　午前 9時～午後4時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。
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［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

  善意銀行　●●●

みんなのページ

  ハイキング　●●●

春季「花と緑の講座」

と き・内容

▽  7 月 4 日（水）＝「水辺をいろどるスイレ
ンの仲間たち」

▽  7 月 11 日（水）＝「可憐な花：ショウジョ
ウバカマの話」　いずれも、午後 6時 30分
～ 8時

と ころ　大阪市立大学文化交流センター（大
阪市北区梅田1－2－ 2－ 600）
対　象　18歳以上
定　員　120人
受講料　無料
主　催　大阪市立大学理学部附属植物園
［申 ］　6月 18 日（月）〈消印有効〉までに往
復はがきか eメールで、希望受講日（2回
受講可）・住所・氏名・年齢・電話番号を
記入し、〒 576 － 0004　私市 2000 大
阪市立大学理学部附属植物園

［問 ］同植物園（℡   891・2059　℻   891・2101
　e-mail:b-garden@sci.osaka-cu.ac.jp）

  大会結果　●●●

丹波の山　白髪岳
　6月 10 日（日）午前 7時 40
分、JR大阪駅中央改札口前集
合（会旗が目印）。雨天の場合は
17 日（日）。JR 福知山線－古
市－南稜尾根－岩場－山頂（白
髪岳）－松尾山－古市駅。成人
向き約8㌔。定員20人。参加費
300円。交通費約3,000円。［申・
問］岩本さん（℡   892・0167）

松尾寺から矢田寺
　6月 23日（土）
午前 8 時、河内
磐船駅集合。京田
辺－西大寺－生
駒－平群－松尾
寺－矢田寺－東
明寺－子供の森－南生駒。やや
健脚向き13㌔。雨天中止。参加
費200円、交通費1,500円。［問］
鶴園さん（℡   891・6002）

下鴨神社から四条山鉾へ
　7月 14日（土）午前 8時、交

善意銀行
　社会福祉協議会の善意銀行
に、預託していただきました。

▽倉治の新庄滋商店から1万円

▽  私市の北見博享さんから亡父
北見勝正さんの香典の一部 3
万円

▽  私市観光協議会から精算残余
金 1万 1,833 円

▽  倉治のカラオケサークル美樹
から創立3周年記念カラオケ
発表会＆大会チャリティ募金
1万 560 円

▽  久太郎交野店・寝屋川店、牛
兵衛星田店からアセロラドリ
ンク 16 ケース（市内の作業
所、福祉団体などに渡しまし
た）

第 37回市民ソフトテニス大会
　4月 8日（日）、私部公園テニ
スコートで 70人が参加して開
かれました。上位の成績は次の
とおり。敬称略。

▽男子ダブルス
　①湊和義、高木正弘
　②佐々木佳洋、灰田直弘

▽女子ダブルス
　①谷多美子、丸山恵子
　②前田トシコ、佐藤ひろ子

第 37回市民テニス大会
　4月 15 日（日）、私部公園テ
ニスコートで 124 人が参加し
て開かれました。優勝者は次の
とおり。敬称略。

▽一般男子
　中越雄大、藤井秀和

▽一般女子
　山口良子、木村俊子

▽壮年男子
　堀田政次、美馬眞一

▽ミックス
　中越雄大、前島瑛美

国家公務員採用Ⅲ種試験
（高校卒業程度）

職 種・対象　行政事務、税務、機械、土木、林業（昭和
61年４月２日～平成 2年４月１日生まれの人）

 受 　付　6 月 26日（火）～ 7月 3日（火）
第 １次試験　9月 9日（日）、大阪市ほか
※ 申込用紙、受験案内は、人事院近畿事務局（大阪市福島
区福島１ー１ー 60）で配布しています。

［問 ］人事院近畿事務局（℡   06・4796・2191　http://w
ww.jinji.go.jp/kinki/）

野市駅集合。枚方－出町柳－下
鴨神社－相国寺－京都御所－本
能寺－四条通－鉾町－京阪四条
駅。一般向き 10 ㌔。雨天中止。
参加費 200 円。交通費 800 円。
［問］鶴園さん（℡   891・6002）

「声の広報」「点訳広報」をお届けします

　市は、目の不自由な人のために、「広報かたの」をカセッ
トテープにした「声の広報」と、点字に翻訳した「点訳広報」
を作成しています。
　希望する人は、お申し込みください。
費　用　無料
［申 ・問］市長公室広聴広報担当（℡   892・0121）
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ャンルは問いません。［申・問］
交野うたう会の渡辺さん（℡   89 
2・1218）

アマチュア無線クラブ員
　隔月、ゆうゆうセンターで会
合を実施。市内唯一の JARL 登
録地域クラブ「JA3ZXA」。資格
がなくても入会可能。入会金、
月会費各 200円。［問］中野さん
（土日のみ℡   891・0728）か、
𠮷村さん（℡   891・3088）

TOEIC 受験対策コース
　7月～ 9月の毎週土曜日午前
10 時～正午（全 12 回）、交野
会館 1階。最少開講人員 5人。
受講料 2万 5,200 円（教材別）。
経験豊かなベテラン講師。［申・
問］交野市国際交流協会（℡  
894・1113　℻   894・1119）

生花教室　未生流
　毎月第 2木曜日午後 1時～
4 時 30 分、青年の家。参加費
1,000 円。花代 1,000 円。部屋
代など 500円。講師は鵜飼好子
さん。［申・問］山ゆり会の志田
さん（℡   894・2523）

交野ジャズクリエーション
　毎週土曜日午後 5時～ 9 時
30 分、青年の家音楽室。ビッ
クバンドジャズの練習をして
います。対象は自分で楽器を準
備できる方。入会無料。月会費
1,000円。まずは連絡ください。
［申・問］勢登さん（℡   894・
2706　午後 7時以降）

ビーズアクセサリーを作りませんか
　毎月第 1・3木曜日、ゆうゆ
うセンター。針を使うビーズ・
ステッチやテグスを使って作る
アクセサリーなど。体験あり。
要予約。費用は1回1,500円（材
料費別）。主催はアトリエ・ヴ
ィオレット。［申・問］山田さん
（℡   891・0558）

フレッシュアップジャズ体操
　毎週金曜日午前 10 時～ 11
時 30分、郡津駅前交野会館。ス
トレッチ、エアロビクス、ジャ
ズ体操など。対象は女性。入会
金 1,000 円。月会費 3,000 円。
指導は長谷山榮子さん。［申・
問］直接会場か、服部さん（℡  
891・4073）

プロに学ぶトラベル英会話
　7月～ 9月の毎週火曜日午後
7 時～ 8 時 30 分（全 12 回）、
交野会館 1階。最少開講人員 7
人。講師は経験豊かなベテラン
一般旅行業務取扱主任者。受講
料 1万 5,000 円（教材別）。［申・
問］交野市国際交流協会（℡  
894・1113）

交野大正琴の会
　毎月第 1・3 火曜日午前 10
時 30分～ 11時 30分、武道館
と、第 2・4 水曜日午前 11 時
～正午、交野会館（郡津駅前）。
手軽に色々な曲を弾いて楽しめ
ます。気軽に見学してください。
月会費 3,000 円。［申・問］小澤
さん（℡   894・0667）
 
ドレミふぁ！らんど　
　新開講。毎月第 2・4 火曜日
午前10時30分～11時20分、
ゆうゆうセンターまたは青年の
家（予定）。遊びを通して音楽を
楽しむ。対象は 2・3歳児。月会
費 2,000 円。［申・問］小澤さん
（℡   894・0667）か、角田さん
（℡   893・9189）

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

みんなのページ
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交野太極拳協会
　毎週火曜日午後 2時～武道
館、金曜日午前 10 時 30 分～
星田西体育館、午後 7時～いき
いきランド交野。初心者から経
験者まで。簡化 24式、総合太極
拳、32 式剣など。［申・問］松
田さん（℡   891・1791）

歌のひろば
　月1回〈次回は6月12日（火）〉
午後1時～ 3時、青年の家3階
302号室。童謡、唱歌、昔に歌声
喫茶で歌った歌など、懐かしい
歌を一緒に歌いましょう。月会
費1,000円。［申］直接会場［問］
小林さん（℡   894・0274）

将棋交野支部
　毎月第 1 ～ 4 日曜日午後 2
時～、藤が尾ふれあい館。楽し
い将棋仲間を募集します。楽
しく指して、メキメキ上達。ま
ずはご連絡ください。入会金
1,000 円。月会費 800 円。［申・
問］西原さん（℡   892・6375）

ジュニアバレーボールクラブ
　毎週月・水・金・土曜日午
後 6時～ 9時（小学生は 8時ま
で）、市内の小・中体育館。小学
生と中学生の部員募集。入会金
4,000 円。部費 2,000 円。［申・
問］松尾さん（℡   090・9987・
3297）

日本舞踊・新舞踊
　第 1・2・3 金曜日午後 1時
～ 4 時 30 分、ゆうゆうセン
ター 3階。楽しく新舞踊、日本
舞踊を学びませんか。月会費
3,000 円。指導は音羽流教授の
音羽菊初幸さん。［申・問］三嶋
さん（℡   891・7187）か、土井
さん（℡   892・2321）

発達支援音楽クラス「ひまわり」
　毎月第 1・3 火曜日午前 10

時～ 10時 45分、青年の家。対
象は発達に少し不安のある 2
歳半から就学前の幼児。月会費
2500円。体験無料。講師は日本
音楽療法学会委員認定音楽療法
士。［ 申・ 問 ］橋 本 さ ん（ ℡  
893・6563）

交野社交ダンス同好会（水曜会）
　毎週水曜日
（初級）午後 6
時 25 分～（中
級）午後 7 時
25 分～、ゆう
ゆうセンター
4階。各クラス
数人。見学、無料体験あり。入会
金 2,000 円、月会費 3,500 円。
指導は元 A級プロの藤戸哲仁
さん。［申］直接会場［問］久保田
さん（℡   892・5112）

カラオケサークル美樹
　毎月 2回午後 1時 30 分～、
火曜日コースは青年の家 301
号室、水曜日コースは星田会
館。一緒に新曲を覚えませんか。
体験見学（無料）にお越しくだ
さい。入会金 1,000 円、月会費

2,500円（教材費含む）。［申・問］
荒井さん（℡   891・9757）

楽しい！親子リトミック
　毎月第 1・3 火曜日午前 11
時～ 11時 45 分、青年の家。プ
ロの先生による楽しい情操教育
です。対象は 10 か月～就園前
の幼児。講師は日本バレエ協会
専属ピアニストの KAZUさん。
体験無料。月会費2,200円。［申・
問］橋本さん（℡   893・6563）

鉛筆デッサン入門
　毎月第 1・3日曜日午後 2時
～4時、星田市民センタ－2階。
初歩からのデッサンを学びま
す。水彩画教室（第 2、4日曜日）
も募集中。月会費 3,000 円。講
師は画家の奥田達治さん。［申・
問］奥田さん（℡   090・3872・
1104）

交野うたう会
　8月 19 日（日）午後 2時～、
大東市立文化ホール（サーティ
ホール）で行う「ふだん着コン
サート」に参加してください。
合唱、器楽演奏、ダンスなど、ジ
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科学じっけん＆おもちゃづくり
　6月 10日（日）午前 10時～
正午、ホーム明星「聖徳館」（星田
8－ 6－ 7）。対象は大人と小学
生のペア。教材費 1人 300 円。
主催は（社福）豊年福祉会。［申・
問］明星事務所（℡   891・2029）

くらしの相談会
　6 月 12 日（火）午前 11 時
30分～午後 1時 30分、作業所
クローバー。教育、税金、介護、
リストラ、多重債務など、困っ
たことをご相談ください。参加
費無料。主催は枚方、交野生活
と健康を守る会。［問］𠮷井さん
（℡   080・1435・9342）

パステル画展
　6月 12日（火）～ 17日（日）、
午前 9時 30 分～午後 4時 30
分（12 日は正午から）、青年の
家 1 階ロビー。会員の作品約
40点を展示。入場無料。主催は
パステル画同好会。［問］安土さ
ん（℡   892・4178）

イタリア料理講習会
　6月 14日（木）午前 10時～
午後 1時、ゆうゆうセンター 3
階調理実習室。パスタの基本か
らデザートまで。定員 35人。会
費1,300円。託児あり。（300円
軽食付きは要予約）。講師は京都
友の会の伊藤雅枝さん。［申・問］
久保田さん（℡   892・7515）か、
平井名さん（℡   891・1206）

バザー！掘り出し物あるかも？
　6月 16日（土）午前 10時～
午後 3時、交野会館前広場（ピ
ロティー）。格安の日用品、お
もちゃ、食器、ハーブの苗など
色々な物がいっぱいです。［問］
交野市国際交流協会（℡   894・
1113）

廃油（食用油）の回収
　6月 16 日（土）午前 9時 30

分～ 10時 30分、市内 19か所
（4月号広報参照）。時間内に持
参してください。空き容器は持
ち帰ってください。［問］交野市
消費生活問題研究会の代永さん
（℡   892・8568）

第 3バザー
　6 月 16 日
（土）午前 10
時～午後4時、
作業所クロー
バー。日用品、
衣類、食器な
ど商品がいっ
ぱいです。値段も格安で掘り出
し物もいっぱいです。［問］上野
さん（℡   894・4822）

アフリカのヘソ、「ザンビア紀行」
　6月 17 日（日）午後 2時～、
ゆうゆうセンター 3階調理実
習室。但馬徳昭さん（JICA プ
ロジェクト）のお話「見たまま
報告」。アフリカのお茶、菓子付
き。参加費 500 円。［申・問］交
野発国際親善の輪の香川さん、
（℡   090・9602・0613　午後
6時以降）か、長谷川さん（e-mail:  
seec.di@so-net.ne.jp）

ハサミ、包丁の研ぎ
　6月 20日（水）午前 10時～
正午、6月 21 日（木）午前 10
時～午後 3時、市役所別館横。
切れなくなったハサミ、包丁を
有料で研ぎます。［問］代永さん
（℡   892・8568）

素謡・仕舞発表会
　6月 24 日（日）午前 9時 30
分～午後 4時 30分、私部会館。
顧問は能楽師の木内菁さん。入
場無料。入会の申し込みも受付
中（会費は半年 3,000 円）。主
催は交野交謡会。［問］田中さん
（℡   892・0067）か、井上さん
（℡   892・7623）

2007 歌謡オンステージ
　6月 24日（日）午前 10時～

午後 6時、星の里いわふね。ゲ
スト歌手に立山みゆきさんを招
待、終了後お花が当たる抽選会
あり。みなさんのご来場お待ち
しています。入場無料。主催は
交野歌謡クラブ。［問］佐藤さん
（℡   891・7682）

七夕コンサート
　7 月 1 日（日）午後 1 時～
2時 30 分、ゆうゆうセンター
4階多目的ホール。歌（山本芳
子）とオカリナ（山本優子）の
調べが七夕伝説を彩ります。会
費 1,000 円（お茶、菓子付き）。
［申・問］音楽協会の西河さん
（℡   892・6600）か、小島さん
（℡   892・8144）

読書会
　7月 3日（火）午前 10時～正
午、倉治図書館。「児童文学論」
第八章（岩波書店）を読んでき
て感想を語り合う。講師は大谷
朝さん。参加費 500円。保育（2
歳以上、1 人 500 円）の申し
込みは 6月 26日（火）まで。主
催はかたの子ども文庫連絡会。
［申・問］木曽さん（℡   892・
1433）

子どもピンポン大会
　7月 8日（日）午前 9時～午
後 1時、いきいきランド交野。
シングル戦。小学生低学年の部
1～3年、高学年の部4～6年。
上靴持参、参加賞あります。参
加費無料。主催は市卓球連盟。
［申・問］6 月 29 日（金）まで
に𠮷岡さん（℡   891・5492）

7月度例会 親子ふれあい陶芸教室
　7月 14 日（土）午後 3時～、
青年の家。親子で楽しい陶芸
教室。対象は小学校以下の子ど
も。定員は先着 100 人（予約
制）。参加費無料。［申］e メール
（info@katano-jc.or.jp）［問］㈳交
野青年会議所事務局（℡   892・
4500　月・水・金曜日午後 1
時～ 5時）
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と描かれた野菜、果物、花など。
［問］酒谷さん（℡   810・2545）

子ども用品バザーと絵本講座
　6月 5日（火）午前 10時～、
おやこ劇場事務所。6月 16日
（土）午前 10 時～、青年の家
204 号室で絵本の選び方、読
み聞かせ方を学ぶ講座を開き
ます。参加費 200 円。［申・問］
交野おやこ劇場（℡  ・℻   893 ・
4960　月・水・金午前10時～午
後2時）

レンジクッキング講習会
　6月 6日（水）午前 10時～午
後 1時、ゆうゆうセンター 3階
調理実習室。夏に向けて簡単に
できる和・洋食・デザートなど
のコツを教えます。定員 15人。
参加費 800円（試食付き）。［申・
問］木谷さん（℡  ・℻   893・
4030）

交野水彩画会「水無月展」
　6月 6 日（水）～ 11 日（月）
午前 9時 30 分～午後 4時 30
分、青年の家 1階ロビー。水彩
画会員の作品 40 数点を展示。
入場無料。［問］草薙さん（℡  
891・8782）

そよ風コンサート
　6 月 6 日（水）午後 2 時（開
演）、ゆうゆうセンター 4階多
目的ホール。障がい者グループ
「心の歌を歌う会」第 2回演奏
会。曲目は「千の風になって」「宙
船」など。なつかしの歌コーナ
ーあり。参加費無料。［問］笠井

さん（℡   891・5789）

かんさい絵本の学校 in 交野
　6月 9日（土）午前 10時～正
午、ゆうゆうセンター 2階集団
指導室。「すてきな絵本・わたし
のすきな絵本作家とその作品」。
自分の好きな絵本を持参してく
ださい。参加費 1,000 円。［問］
中島さん（℡   893・4480）

隊員募集と楽しい技能祭
　6月 10日（日）午前 9時～午
後 4時、松塚公園（郡津駅横）。
楽しいゲームとバザー。模擬店、
うどん、飲み物。一般参加可。
幼稚園年長組以上の隊員募集。
主催はボーイスカウト交野第
3 団。［問］望月さん（℡   892・
2212）

ストロベリーハンター
　6月 10 日（日）午前 9時 30
分、河内磐船駅集合。植物観察
をして交野の山を歩き、山の恵
みに感謝しながら野いちごを食
べる。持ち物は昼食、水筒。参加
費 500 円。［申・問］樹木・環
境ネットワーク協会の山本さん
（℡   893・1716）

里山保全活動
　6月 10 日（日）・17 日（日）
午前 10 時～午後 4時、源氏の
滝上の「げんじの丘」集合。竹
の間伐や竹炭体験。身近な里山
保全活動に参加しませんか。持
ち物は昼食、軍手など。参加費
無料。［申・問］都市近郊の森を
育てる会の山本さん（℡   893・
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はなきんくらぶ
　6月 1日（金）、22日（金）午
後 1時 30分（開場）～ 4時、ホ
ーム明星（星田 8－ 6－ 7）。カ
ラオケ、囲碁、将棋など。対象は
市内在住の 60 歳以上の人。参
加費無料（喫茶は有料）。主催は
（社福）豊年福祉会［問］浜崎さ
ん（℡   894・1798）

社交ダンスパーティ
　6月 2 日（土）午後 6時～ 8
時 45分、ゆうゆうセンター。気
楽なダンスパーティでひととき
をお過ごしください。お茶など
準備しています。会費 700 円。
主催は交野社交ダンス同好会。
［問］福田さん（℡   892・3949）

エレガンス～社交ダンスパーティ
　6 月 3 日（日）午後 0 時 30
分～ 4時、ゆうゆうセンター 4
階。健康維持に有益な社交ダン
ス。広い会場で思い切り踊りま
しょう。参加費 700 円。主催は
交野エレガンス。［申］直接会場
［問］石井さん（℡   891・4657）

生き生き絵画展
　6月4日（月）
までの午前 9
時～午後 5時、
青年の家 1 階
ロビー。田中
診療所デイサ
ービス利用者
さんたちの力作です。生き生き

人口と火災・救急
4 月末の市の人口（前月比）

　　人　口　79,758 人　（＋ 717）
　　　男　　39,176 人　（＋ 617)
　　　女　　40,582 人　（＋ 100）
　　世帯数　30,446      （＋ 772）

4 月の火災と救急
火災   1 件 　　救急　207件

　　　※毎月 1日の正午、点検のため消防
　サイレンを鳴らします。
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河
かわごし

越  咲
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季です　平成18年 2月25日生

吉
よ し だ

田  柚
ゆ づ き

月です　平成18年 2月18日生

　「 みんな、いっぱいいっぱい遊ぼうね！
　仲よし4人組」　

（写真左から。私部南・郡津・森北・東倉治）

中
なかむら

村  畝
せ な

菜です　平成16年 5月 4日生

　　 　 颯
そう

です　平成17年11月20日生

（写真左から）

　「いつまでも仲の良い姉弟で

　　　　　　　皆を楽しくさせてね」　

（星田）

ケ
リ

　

地
上
に
い
る
と
目
立
ち
ま
せ
ん
が
、
飛
ぶ

と
、
翼
と
尾
の
黒
・
白
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

美
し
い
鳥
で
す
。

　

繁
殖
期
に
は
、つ
が
い
で
縄
張
り
を
持
ち
、

地
上
を
浅
く
掘
り
巣
を
作
り
ま
す
。警
戒
心

が
強
く
、
人
や
犬
、
カ
ラ
ス
な
ど
が
巣
に
近

づ
く
と
、
ケ
ッ
ケ
ッ
ケ
ッ
と
激
し
く
鳴
き
な

が
ら
上
空
を
飛
び
回
り
、
急
降
下
の
攻
撃
を

繰
り
返
し
ま
す
が
、
秋
冬
期
は
あ
ま
り
鳴
き

ま
せ
ん
。

　

夏
、
交
野
の
田
ん
ぼ
で
も
、
か
わ
い
ら
し

い
ヒ
ナ
を
連
れ
た
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

ヤ
ツ
ガ
シ
ラ

　

頭
の
先
に
８
つ
の
冠
羽
が
あ
る
こ
と
か
ら

ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
と
呼
ば
れ
る
渡
り
鳥
で
す
。

　

昭
和
天
皇
が
、芋
掘
り
の
最
中
、皇
居
の
庭

に
や
っ
て
き
た
こ
の
鳥
を
ご
覧
に
な
ろ
う
と
、

侍
従
に
双
眼
鏡
を
命
じ
ら
れ
る
と
、「
お
芋
を

見
る
の
に
な
ぜ
双
眼
鏡
が
必
要
で
す
か
」
と

の
質
問
に
、「
芋
で
は
な
く
鳥
の
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ

を
見
る
ん
だ
よ
」
と
笑
い
な
が
ら
お
答
え
に

な
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
有
名
で
す
。

　

そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
鳥
が
昨
年
７
月
、
５
日

間
だ
け
南
星
台
に
出
現
。近
所
の
人
や
野
鳥

の
会
の
人
た
ち
は
天
使
の
よ
う
に
美
し
い
こ

の
鳥
に
魅
了
さ
れ
、暖
か
く
見
守
り
ま
し
た
。


